
広報
特集号

市野

lr

、
日

[
＄
且
●

.々
亙

fa100 古紙配合率 ,oo~

白色度70％の
膏生紙を使用しています。

都市計画マスタープラン策定の体制と経緯
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醤さん創こ意見をお寄せください」

繭
ハイキングコースの整備

都市計画マスタープランは、約20年後を目標とした市のまち

づくりの基本方針を示すものです。地域に密着した計画とする

ために日野市を8つの地域に分け、 2つの市民参画の場を設けて

まちの将来像を考えてきました。また、地域別に開催した説明

会での地域の皆さんのこ意見も参考に、地域別構想素案を作成

しました。そして、各地域間の調整を行い、日野市全体として

のまちづくりの方針を描いたものがこの全体構想素案です。

本紙特集号ではその概要をお知らせするとともに、皆さんの

こ意見を募集します

ファーマーズセンターの整備

西部地域の拠点づくり
（仮称）西豊田駅の誘致

ぞ

市立病院

農を活かした区画整備事業の推進

に

1一嗣It眉マ19-95J特集号
お問い合わせは

都市計画課ヘ
市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

都市計画法の改定（平成5年6月25日施行）により、各市町村に都市計

画に関するマスタープランを策定することが義務づけられました。日野

市の都市計画マスタープランは第4次基本構想・基本計画「日野いいブラ

ン2010」を上位計画とし、将来のまちのあるべき姿やまちづくりの方針

等を市民と行政との協働により検討を重ねて、まちの将来像をつくりあ

げてきました。

八幡神社の緑の保全

『

口
自然睾かな多摩川の
保全と整備
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仲田公園の緑の保全
と親水空間づくり

こj

甲州街道の沿道景観の
魅力化

戸戸冒モノレール万願寺駅を中心に
もてなしの空間をつくる

、響罪醗デ

‘̂ 

緑豊かな住宅地の保全
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子どもたちが自由に過こせる
居場所づくり（北川原公園）

ー
荘
i

裕

緑と住宅の共存するまちづくり
（百草・谷戸）

一-

□ 

市民まちづくり会議（通称：まち会）

（平成11年9月に公募）

作品発表会で選ばれた市民14人、職員の

有志6人、学識経験者2人の計22人で構成さ

れ、市民参画による都市計画マスタープラン

づくりに関する企画・述営・調整などを行う中

心的な組織です。

地域まちづくり広場で作成された地域別構

想素案を踏まえながら、全体構想素案を

まとめました。

I 市民まちづくり会識 I 

一・日野のまちづく りへの
思いや提案を発表し合
い、まち会メンバーを
選考

―i傭．．． 
・市民 •市職員・学識経験

地域まちづくり広場

叫鷹民まちペ ーヨー・各地域 (8地域）に分かれ

て、それぞれの参加への
思いを語り合う■:1『望置蜘 ，”'| 

・広場の企画
・運営方法(J)検討
・将来のまちづくりのH
標の検討

・瓦＇蜃馴，＇ 9・同愕濯
・日野のまちづくりの現
況・課題の勉強会

・日野の主要なまちづくり
プロジェクトの勉強会

•最近の都市計画の動向
の勉強会

II'苫国譴匡距■喜，璽

這ヨ重藝図且一

・都市計画マスタ ープラ
ン構成案の検討

•都市計画マスタープラ
ンまちづくりの基本方
針の検討

・都市計画マスタープラ
ン実現化に向けた仕組
みの検討

・駅周辺まちづくりのカ
向性の検討

新井の農地の保全

魅力ある住みよい
すすめるために

りを

置 '9  9 目■這男讀
・全体構想素案の作成

・地域別構想素案の作成

・駅周辺まちづくりの構想
素案の作成• I 都市計画マスタープランフオーラム開催 I 

●1月13日

●1月20日

地域まちづくり広場（通称：まち広）

（平成12年2月に公募）

日野市を8地域に厄分し、だれもが自由に

参加できるよう公募により集まった総勢86人
の組織です。ここでは、地域の“誇り”や“日慢”

となっているもの‘‘問題となっているところ”な

どを見つけ出し、「どのようにしたら“誇り”や

“自慢”となっているまちの資源を保全し活か

していくことができるのか」「問題となっている

ところはどのように改善したらよいか」という

ことを参加者全員で考え、地域別構想素案

をつくりあげました。

【まちを知る】

・各地域でそれぞれまち
を歩き、インタビューや
アンケートを行い、問題
モノ・宝モノ・理想モノ
を調査し、地域の課題を
整理

■■n訊距●駅r'■l 
' 【まちを考える］

・子どもや高齢者のす．場
に立って、現在から将来
を見据えて、日野のまち
づくりの課題を整理

【実珊化方策を考える】

•まちづくりの方針をもと
に、必炭なまちづくり事
粟などを整理し、重要プ
ロジェクトを整理

里山景観の保全

倉沢の農地の保全

ま団地域を歩いて日野を知ろう

•全体構想素案の説明
・地域別構想素案の展示・説明
・パネルディスカッション

• こ、意見の検討・反映

• 都市計画マスタープランの完成

I 全体構想素案をフオーラムでこ説明します I 
[>日時＝1月20日（日）

午後1時～4時30分（開場は正午）

[>会場＝生活・保健センター

[>内容＝寸劇（都市計画マスタープランってなあに？）

全体構想素案の説明

パネルディスカッション

ut渭蒻瀾編l

・証肇l回●罰＇'

一苫羅濫匝■置可．■
［まちをデザインする］

・将来の市民一人ひとりの
ライフスタイルをイメー
ジしながら、暮らし方の
H標、まちづくりの方針
を作成

一万直＇曰 ■喜T,•• 

-Imrよ回●翫r遭•
【地域別構想素案の確認］

・地域別構想素案を見なが
ら、実際にまちを歩き 、
将来イメージを再確認

• 

地域別構想素案につい
ても会場に展示をしま

す。また、まちづくりの
拠点「わっつ」、（三沢490。
第2• 第4'日曜日の午前
10時～午後4時）でも
地域別構想素案をさ覧
になれます，i, ；ィ`，＇ r‘̀’‘ 

都市計画課

参加できない方も、こ意見をお寄せください

回 585-1111 面 583-4483
Eメール ：hinocity@mail.hinocatv.ne.jp ヘ

一



平成14年

1/15 罰市計酉マスタープラン特集号 郁市計國マスタープラン特集号
平成14年

1/15 

まちづくりには将来を見据えた方向づけが大切です。

都市計画マスタープランでは、次の4点を基本方針としてまちづくりを進めることを目指しています。

匹 CX1Lを 錮リ氾4-...,、

き継ぐバトンリレーをします

.1創編幽 l

[［~\こ
:：心悶I、]曇

仕組み／丁

私たちの暮らしを

動の舞台となる穎

す

’
 

巴悶9:：支え、市民がい

eと活動できる環境と新たな仕事

出す環境を整えます

"；布髯翔E9曰召
I --［都市計画マスタープランを支え、

実現化するための仕組みをつく

りあげます

ー む証紐と立
日野の原風景である、みどり • 水・農地など 日野の原風景を感じられる倉沢

の豊かな自然環境と生活になじみの深い甲州

街道や高幡不動尊などの寺社、また伝統的な

祭りや歴史・昔ながらの文化的資源を守って

いきます。そして、これらを次世代に継承して

いきます。

直：
八坂神社秋祭り

: 8し：日ドし：；竺‘しも、：

す。そこで多様な人々が集まり、憩うこと

ができるよう歩行者空間の確保や新たな公

共交通基盤の導入、生涯学習などの文化施

設の整備等により「歩いて暮らせるまちづ

くり」に取り組んでいきます。

●日野駅改良及び駅周辺地区整備計画に基づ

き、駅舎の改良についてJRと協議していき
ます

•西側駅前広場をもてなしの空閻として整備を
進めていきます

もり

●駅周辺に豊かな緑が感じられる「杜の駅」を

めざしていきます

西側駅前広場

豊田駅周 一

●北口駅前通りを安心して歩ける道路と
して整備していきます

●南口の駅前広場を整備するとともに南

北自由通路の整備を進めていきます

●北ロロータリーの増設を検討します

緑の骨格軸と

一 緑の拠点

■：盟圧
水の骨格軸
（河川／用水）

高幡不蘭駅周辺 ・ヽ..  ~ 

ニし＿ ＇一■■
川崎街道から見た五重塔

I 

交流拠点

｀ 。 生活拠点

。西認域の拠点づくり —―地域幹線道路
（仮称）西豊田駅

●高幡不動尊と一体となった参道景観を創出します

●にぎわいのある駅前空間を整備します

●安心して歩ける駅前づくりを進めていきます

歩行者に

一霜冨塁
．．．．． やさしい道路

＝ 日野環状線
．．．．． 歩行者環状道路

コミ

＝＝ 都市活動連携軸

1111111歴史・文化環境軸
（甲州街道）
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北口駅前通り

| 1位置付け
都市計画マスタープランは次の位置付け

により推進していきます

・市民・企業・行政が協働してまちづく

りを進める「まちづくりの手引き書」

としての役割を担うマスタープラン

・常に成長する都市計画マスタープラン

8つの

3つ

::［竺：翌亨：｝甲1iつ：［芝：：ここ
な幹線道路となる「日野環状線」・「地域幹線道路」の整備

を進めていきます。

また、歩いて暮らせるまちを目指して、日野駅・豊田駅・

高幡不動駅の3つの交流拠点を結ぶ「歩行者環状道路」の整

備を図っていきます。

える

自由な産業活動l物‘

線 （日野バイパス）の

ていきます。

また、日3・ 3 ・ 2号線（八王子南バイパス）については、

周辺の農地や浅川などの自然環境を活かした産業を創出 ・育

成し、新たな日野文化を創造していきます。

川、日：：：［尺し翌旦 盟::；：、摩:属:
や段丘崖の地形の断面 、L.,ヽ 止 、ょ景観を構成する丘陵・

崖線の緑と湧水を「緑の骨格軸」、また市民への新鮮な食糧

の供給源となる農地を 「農の骨格軸」として位置付け、保

全・継承していきます。

東光寺の農地の保全

高幅不動尊参道

R 

百草園・南平・
程久保・多摩動物公

、 マm，心一 999 9 197  

●日常的な公共交通を支える基盤を整備していきます

●コミュニティ施設や市の出張所、医療•福祉施設など地

域で求められている公共施設の整備を進めていきます

●身近な甜業地の育成と高齢者用住宅を整備し、生活拠点

として育成していきます

．
 

モノレール万願寺駅

|2推進体制
都市計画マスタープランは次のような推

進体制で進めていきます

・縦割りの行政組織にとらわれない庁内

体制の確立

・市民まちづくり会議と地域まちづくり

広場の組織の確立

3実現化に向けたまちづくり

条例の制定
•まちづくりの責任や役割、市民参画の

仕組みと手続きなどを規定する条例

・農地・里山・用水など日野の特徴的な

景観を守り育てる条例

4まちづくりの実施手順を

管理するシステムづくり

たt爪t̀の；』＼：巴］閃ィ累；；：
ある寺社や屋敷林、 クを伝える民家等を一

体的に保全・継承していきます。また、歴史環境資源の保全

とともに、宿場町としての沿道景観の魅力化や、歩きやすい

歩道の整備など、日野の記憶と文化をいつまでもたどれる道

づくりを進めていきます。

豊かさと蒻れる＂野を次恨
問合せ先：都市計画課ff585-1111

旧佐藤道場（現在は日野館）

rtに•· :



広報
第1031号

／日野市

々
亙も乙

i 

12100 古紙配合率 100%
白色度70％の
再生紙を伎用しています。

~002 1 / 

多
ご
..... 
＇ 
' r -• 

も
Q 
し

ヘ
入 ‘
/..Pノ 令・

冥 ▼ ° ヽ

秦甜都日野市碑紛

―i衝靖罰置-
交通災害共済にこ加入を・・・

4月1日から
市が精神保健福祉業務の窓口に ••••••3

・・ ・・・ ・・・2

俣育所•匹クラブ叫川し込み．．．．．
1月17日から受け付け

4 

ひとり親家庭・障害児の養育者に手当支給

B野市議会議員選挙
投票日は2月17日

4
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大の用心．“
火蜘遭造
財匿を守りま

空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期です。日ことに寒さが

増し、暖房器具等による住宅火災が多くなります。昨年も市内で

火災による死亡者が出ています。また、放火や不審火による火災

も発生しています。日野消防署・消防団・日野警察署では、市内

を巡回し、厳重な警戒にあたっています。

皆さんの家の防火対策はどうですか。火気の取り扱いには十

分注意しで家族全員で「我が家の安全確認」をしましょう。

火災発生件数（ ）内は放火件数 I 

臭
噺
囀罰

P
{

ふ 火災

面 放火火災（疑い含む）

7月 8月 9月 10月 11月

;悶□ば芦ぢ温猛裟i編芸うに[
書いておきましょう

f.”'机馴籠I一目粘4---叫遭■I ■屯セり三h•

「火事です」
「日野市00町
0丁目0番0号

です」

9和T机馴籠I
料

「救急です」

「00が燃えて
います」

「00小学校の
北側です」

—t粘虐■•一叫鴻-~三h•
「日野市00町
0丁目0番0号

です」

「だれが
どうしたのか」

「00商店の隣り
です」

放
火
や
不
審
火
に
よ
る
火
災
が
昨
年

か
ら
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨

年
中
に
も

34
件
の
被
害
が
発
生
し
、

貴

重
な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
人

H
に
つ
き

に
く
く
、
外
灯
な
ど
の
明
か
り
の
な
い

所
に
、
不
用
意
に
燃
え
る
も
の
が
放
置

さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

火
災
は
、
身
近
な
生
活
を
見
直
す
こ

と
か
ら
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
、
も
う

一
度
家
の
周
り

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▽
建
物
へ
の
放
火
防
止

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
放

置
し
な
い

・
暗
い
所
に
は
外
灯
を
つ
け
、
明
る
＜

す
る

・
倉
庫
や
空
き
家
な
ど
無
人
と
な
る
場

所
は
、
施
錠
し
た
り
巡
回
を
す
る
な

ど
し
て
管
理
を
徹
底
す
る

▽
車
両
等
に
対
す
る
放
火
防
止

・
車
や
バ
イ
ク
の
カ
バ
ー
に
は
燃
え
に

く
い
製
品
を
使
う

・
駐
車
場
に
常
夜
灯
を
設
置
し
た
り
、

施
錠
な
ど
の
管
理
を
徹
底
す
る

▽
こ
み
・
資
源
物
に
対
す
る
放
火
防
止

・
ご
み
や
資
源
物
は
収
集
日
の
朝
に
出
す

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
高
幡
不
動
尊
自
衛
消
防
隊
と
地
元

商
店
会
に
よ
る
初
期
消
火
、
日
野
消
防

署

・
日
野
市
消
防
団
に
よ
る

一
斉
放
水

な
ど
の
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
25
日
⑤
午
前
9
時
ー
10

寺
E
"
L
 ▽

会
場
11
高
幡
不
動
尊

▽
問
合
せ
先
11

日
野
消
防
署

5
8
1
.
0
1
1
9
)
 

(
6
 

火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、
隣
近
所
で
放

火
防
止
の
対
策
を
話
し
合
う
な
ど
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。ま

た
、
市
・
消
防
署
・
消
防
団
・

警

察
署
で
は
、
巡
回
に
よ
る
火
災
予
防
の

広
報
を
行
い
、

警
戒
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
特
に
放
火
は
不
特
定
多
数
の
生
命
、

財
産
を
お
び
や
か
す
悪
質
な
犯
罪
で

す
。
不
審
な
様
子
を
見
か
け
た
ら
、
ど

ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
防
災
課
／
日
野
消
防
署

(6
5
8
1
.
o
1
1
9
)
／
日
野
警
察
署

(6
5
8
6
.
0
1
1
0
)
 

市
で
は
、
不
幸
に
し
て
火
災
等
の
災

害
に
遭
わ
れ
た
方
の
た
め
に
、
災
害
見

舞
金
の
支
給
や
固
定
資
産
税
の
減
免
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
時

避
難
所
や
生
活
物
資
等
の
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
防
災
課
／
市
民
相
談
担
当

ガ
が

一
火
災
に
遭
わ
れ
た
ら

◆
放
火
火
災
に
注
意
を
◆
撓
域
ぐ
る
み
の
防
火
に
ご
協
力
を



市 役 所代表電話
TEL.042-585-1111 

第 1031号 年

5141 

成
／
／

平

1
▽●共済見舞金
問 辛• 町B ,‘ 戸'，9 99, ．9巧翌， 9, も9 = 

合 、`a ^ 交通災害の直； 茄{-ヽ ？醤届勺- iぷ Aコース 1

せ l等級 死亡（交通災害を受けた日から1年以内） 300万円

先 2等級 重度の後遺障害（交通災害を受けた日から1年以内）※注 200万円

II I 3等級 入院日数90日以上の傷害 45万円

冒4等級 入院日数60日以上の傷害 30万円

課
5等級 入院日数30日以上または実治療日数700日以上の傷害 22万円

交 6等級 入院日数20日以上または実治療日数50日以上の傷害 15万円

通 7等級 入院日数10日以上または実治療日数25日以上の傷害 12万円

安 8等級 実治療日数10日以上の傷害 8万円

全 9等級 実治療日数5日以上の傷害 5万円

係 10等級 実治療日数5日未満の傷害 3万円

（注）身体障害者福祉法施行規則別表第5号に掲げる l級～3級の障害に該当したときをいいます

■み
ん
な
で
一
緒
に
、
ち
ょ
こ
っ
と
サ

イ
ズ
の
確
か
な
安
心

5
交
通
災
害
共
済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
に
加
入
を
1
・

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
都
内
の
全

市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
遭
っ
た
時
、
見
舞
金
（
別
表
参
照
）

を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。
加
入
手
続
き
は
簡
単
、
し
か
も
、

選
べ
る

2
コ
ー
ス
制
に
な
り
ま
し
た
。

▽
受
付
開
始

1
1
2
月

1
日
⑤

か
ら
市

役
所
、
各
金
融
機
関
で
※
加
入
申
込
書

は
予
約
受
付
開
始
前
後
に
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
、
各
金
融

機
関
に
も
あ
り
ま
す

▽
共
済
期
間

1
1
4
月
1
日
⑧
＼
平
成
15

年
3
月
31
日
⑤
※
年
度
の
途
中
で
の
加

入
は
加
入
の
受
付
を
し
た
日
の
翌
日
か

ら
平
成
15
年
3
月
31
日
ま
で

▽
申
込
資
格

11
日
野
市
に
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
※
就
学
の

た
め
東
京
の
市
町
村
外
に
転
出
を
し
て

い
て
も
会
員
と
生
計
が
同
じ
な
ら
加
入

で
き
ま
す
。
年
齢
や
健
康
状
態
に
よ
る

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
会
費
I
I
A
コ
ー
ス
…
年
額

1
千
円
、

B
コ
ー
ス
…
年
額

500
円

0
円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

国
悶
On
訪

豆

⑮

詰

訪

窃

窃

5

0

3

2

1

1

 

l

l

 

胃生活

■街
路
灯
電
気
料
補
助
申
請
の
受
付

街
路
灯
の
電
気
料
金
補
助
金
申
請
を

2
月

14
日
困
ま
で
受
け
付
け
て
．
い
ま

す
。
該
当
す
る
自
治
会
な
ど
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
管
理
課

■
「
こ
み
の
分
け
方
ガ
イ
ド
」
を
好
評

に
つ
き
増
刷

5
日
野
市
消
費
者
運
動
連

絡
会
が

2
千
部
無
料
配
布

▽
配
布
場
所

11
市
役
所
1
階
市
民
相
談

窓
口
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
、

市
内
各
図
書
館
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
生
活
課

▽
問
合
せ
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

■市
広
報
板

5
地
域
活
動
に
お
役
立
て

を
市
内
に

300
カ
所
以
上
設
置
さ
れ
て
い

る
日
野
市
の
広
報
板
。
自
治
会
や
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
活
動
の
お
知
ら
せ
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

掲
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲
示
す

る
2
日
前
ま
で
に
生
活
課
に
掲
示
物
を

持
参
し
、
許
可
・
検
印
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
掲
載
期
間
は

15
日
間
で
す
。

r
,
r
g
5
”
t
`
!
 

ダ

を用利この板報広な近身▲
 

な
お
、
従
来
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の

一
部
や
、
現
在
新
設
し
て
い
る
広
報

板
は
、
閲
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

■水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

冷
え
込
み
の
厳
し
い
日
は
、
水
道
管

の
凍
結
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
水
道

管
に
保
温
材
や
厚
手
の
布
を
巻
く
な
ど

し
て
、
凍
結
防
止
の
措
置
を
お
願
い
し

ま
す
。
凍
結
し
た
蛇
口
や
水
道
管
に
熱

い
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
理
は
東
京
都
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■市
民
住
宅
空
き
家
入
居
者
の
募
集

市
民
住
宅
は
、
国
な
ど
の
補
助
で
家

賃
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
中
堅
所
得
者

向
け
の
公
的
住
宅
で
す
。

▽
募
集
住
宅
及
び
戸
数
11
第

1
か
し
の

木
ハ
イ
ツ
（
高
幡
）
3
戸
、
第
2
か
し

の
木
ハ
イ
ツ
（
南
平
）

6
戸
、
第
3
か

し
の
木
ハ
イ
ツ

（神
明
）

1
戸
、
第
4

か
し
の
木
ハ
イ
ツ

（三
沢）

2
戸

▽
家
賃

1
1
7
万
8
千

600
円
S
1
2
万
円

宅

▽
問
合
せ
先

11
水
道
工
務
課

(6583.

6
3
4
0
)
 

■剪
定
枝
の
拠
点
収
集

せ

ん

て

い

剪
定
枝
・
葉
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
高
齢
の
方
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

で
拠
点
ま
で
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

事
業
所
で

出
た
剪
定
枝
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▼訂正

平成14年のごみ・資源分別カレ

ンダーの記載に一部誤りがありま

した。正しくは次のとおりです。

訂正してお詫びします。

▽「南平地区」の最終収集は12月

30日⑪ではなく12月27日⑤です

▽問合せ先11リサイクル推進課

(6581.0444) 

:m今日時 , ：. 00~11ご：00  13 : 30~15: 30 

7日（木） 市民の森スポーツ公園 多摩平第 1公園

8日（金） 御嶽上公園 高幡不動駅北第四駐輪場入口

13日（水） 旭が丘中央公園 リサイク）レ事務所

14日（木） てっぺん山公園 さかい公園

贔
19日（火） 日野中央公園 ハケ下公園

20日（水） 駒形公園 鳥と緑の国際センター

21日（木） 落） 1|公園 日野台公園

25日（月） 東光寺第 1緑地 黒川地域広場

26日（火） （通称）たぬき公園 ぅ尺田ノムミ園

27日（水） さいかちぜき公園 まつばやし地区広場

金

拿

▽
申
込
資
格
11
①
市
内
に

1
年
以
上
居

住
ま
た
は
市
内
の
同

一
事
業
所
に
3
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
成
年
者

(20
歳
未

満
の
既
婚
者
を
含
む
）
②
所
得
が
定
め

ら
れ
た
基
準
内
③
現
に
同
居
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
④
住

宅
に
困
っ
て
い
る
※
詳
細
は
募
集
の
し

お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
募
集
の
し
お
り
の
配
布

1
1
1
月
15
日

殴
ー
22
日
因
午
前
8
時

30
分
＼
午
後
5

時

15
分
に
市
役
所

1
階
市
民
相
談
窓

口
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
で
※

土
曜

・
日
曜
日
を
除
く
。
豊
田
駅
連
絡

所
の
み
午
後
7
時
ま
で

▽
申
込
み

1
1
1
月
22
日
因
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
所
定
の
用
紙
を
管
財
課

へ
郵
送

か
持
参

■平
成
14
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
31
日
が
申
告
期
限
で
す

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
個

人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い

て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
用
紙
は

12
月
中
旬
に
発
送
し
ま
し

た
の
で
、

1
月
31
日
因
ま
で
に
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
申
告
は
郵
送

で
も
構
い
ま
せ
ん
）
。

な
お
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
た
方
、

以
前
か
ら
事
業
を
営
ん
で
い
て
も
、
申

告
書
が
届
か
な
い
方
は
、

至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係■市

・
都
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確

定
申
告

S
申
告
書
を
今
月
下
旬
に
発
送

市
・
都
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確

定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
市
か
ら
は
市
・

都
民
税
の
申
告
書
を
、
税
務
署
か
ら
は

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
、
今
月
下
旬

に
発
送
し
ま
す
。

申
告
は
、

2
月

18
日
⑮
S
3
月
15
日

釦

に
し
て
く
だ
さ
い

。
詳
細
は
、
次

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
市
・
都
民
税
の
申
告

▽
申
告
書
が
発
送
さ
れ
る
方

11
①
昨

年
、
市
・
都
民
税
の
申
告
を
し
た
方
②

昨
年
、
日
野
市
に
転
人
し
た

22
歳
ー

64

歳
の
方
③

一
昨
年
、
同
居
の
方
の
扶
養

親
族
に
な
っ
て
い
な
い
方
な
ど
で
、
昨

年
に
市
・
都
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な

い
方
※
申
告
書
が
発
送
さ
れ
な
い
方

で
、
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
郵
送
し

ま
す
の
で
、
市
民
税
課
に
連
絡
を

マ
甲
告
書
が
届
い
て
も
申
告
不
要
の
方

II
①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
②

勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方
③
年
末
調
整
・
所

得
の
申
告
で
、
同
居
の
方
の
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
方
の
う
ち
、
所
得
が

35

万
円
以
下
の
方

▼
所
得
税
の
確
定
申
告

▽
申
告
書
が
発
送
さ
れ
る
方

11
①
昨

年
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
結
果
、
納

税
し
た
方
②
昨
年
、
青
色
申
告
を
し
た

方
※
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
前
年
の
申

告
納
税
額
が
な
く
、
か
つ
源
泉
所
得
税

が
な
い
方
に
は
、
申
告
書
の
発
送
を
見

合
わ
せ
て
い
ま
す

以
上
▽
問
合
せ
先

11
市
・
都
民
税
の

申
告
…
市
民
税
課
／
所
得
税
の
確
定
申

告
…
日
野
税
務
署
(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

■三
税
共
同
説
明
会

所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
の
説
明

．
と
所
得
税
確
定
申
告
書
の
書
き
方
を
中

心
と
し
た
説
明
会
で
す
。

ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
し
ま
す
の

で、

筆
記
用
具
、
電
卓
等
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
作
成
に
当
た
っ
て
不
明
な
点

は
、
税
務
署
の
職
員
が
指
導
し
ま
す
。

▽
日
時

1
1
1
月

30
日
因
午
後
1
時
＼

4

時▽
会
場

11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署
個
人
課
税

第
1
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

■譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
書
も
自

分
で
書
い
て
提
出
を

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
等
の
提

出
書
類
に
つ
い
て
、
ご
自
分
で
正
し
く

作
成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
作
成
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

譲
渡
所
得
が
あ
る
方
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
や
贈
与
税
の
申
告
書
に
つ
い

て
も
、
「
自
書
作
成
」
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
に
「
自

書
作
成
指
導

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
、

譲
渡
所
得
計
算
明
細
書
や
申
告
書
等
の

書
き
方
の
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署
資
産
課
税

■教
育
委
員
会
第
9
回
定
例
会

平
成
13
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
第

告

皿心

＊
親
し
み
の
あ
る
病
院
を
目
指
し
て

市
立
病
院
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
病
院
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時

に
頼
り
に
な
り
、
だ
れ
に
と
っ
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
納
得
の
い
く
医
療

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
は
、
限
り
あ
る
日
野
市
の

財
源
を
圧
迫
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
で
き
る
限
り
効
率
の
良

い
、
無
駄
の
な
い
医
療
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
運
営
協
議
会
、
日
野
市

地
域
医
療
連
絡
協
議
会
、
医
師
会
、

市
立
病
院
連
絡
会
な
ど
の
組
織
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案

を
お
聴
き
し
、
よ
り
よ
い
市
立
病
院

に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

昨
年
の

12
月
25
日
に
病
院
内
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

第
1
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

■税
理
士
会
が
行
う
小
規
模
事
業
者
の

た
め
の
確
定
申
告
無
料
相
談

東
京
税
理
士
会
日
野
支
部
で
は
、
年

金
収
入
や
医
療
費
控
除
等
で
申
告
（
還

付
）
す
る
方
と
小
規
模
事
業
者
の
方
の

た
め
に
無
料
の
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
し
ま
す

の
で
、
筆
記
用
具
、
電
卓
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
譲
渡
所
得
・
消
費

税
関
係
の
相
談
及
び
税
理
士
に
依
頼
し

て
い
る
方
は
、
ご
速
慮
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2

月
5

日
凶
•
6

日
因
午
前

9
時
ー
正
午
と
午
後
1
時
ー

4
時

▽
会
場

1
1
J
A
東
京
み
な
み
七
生
支
店

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署
個
人
課
税

第
1
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

り＜
 

つびこんさ夕ンサの然突▲
 

1
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
琴
や
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
演
奏
、
舞
踊
、
ま
た
職
員
に

よ
る
手
品
や
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
病
棟
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
患
者
さ
ん
に
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

（
市
立
総
合
病
院）

9
回
定
例
会
が

12
月

26
日
に
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽
可
決
さ
れ
た
議
案

11
日
野
市
立
学
校

の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定
／
日
野
市
立
幼

稚
園
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
制
定
ほ
か
2
件

▽
報
告
事
項

11
平
成

14
年
度
市
立
幼
稚

園
応
募
状
況
ほ
か

6
件

※
次
の
定
例
会
は
、

2
月
14
日
因
に
開

催
予
定
で
す

▽
問
合
せ
先

11
教
育
庶
務
課

■市
長
の
動
き

(12
月
後
半
）

▽
17
日
1
1
B
野
市
ぶ
ど
う
組
合
懇
談
会

あ

い

さ

つ

（
市
内
）
に
挨
拶
▽

18
日
11
日
野
市
産

業
ま
つ
り
農
業
共
進
会
表
彰
式
（
庁
内
）

に
挨
拶
、
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合

全
員
協
議
会
（
府
中
市
）
に
出
席
▽

21

日
11
市
議
会
本
会
議
（
審
査
報
告
、
議

案
上
程
、
請
願
上
程
）

に
出
席
▽

26

日
11
環
境
審
議
会
（
市
内
）
に
出
席
、

日
野
市
用
水
組
合
連
合
会
懇
談
会
（
市

内
）
に
挨
拶
▽

28
日
11
臨
時
庁
議
、
環

境
管
理
委
員
会
（
庁
内
）
に
出
席
▽

30

日
11
消
防
団
歳
末
警
戒
激
励

＠
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■日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

苦
情
・
相
談
日

▽
日
時
1
1
2

月
8

日
国

・

1
4日
困

•

2
2

日
⑥
午
前

9
時
＼
正
午
※
希
望
者
は

事
前
に
連
絡
を

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
室

▽
問
合
せ
先

11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
担
当

■視
覚
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
ろ
う

あ
者
相
談
の
申
込
方
法
を
変
更

昨
年
10
月
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
し

た
。相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
相
談
日
の

2
日
前
ま
で
に
電
話
か

F
A
X
で
予
約

を
。
な
お
、
今
後
の
日
程
は
、
毎
月

1
日

号
の
市
民
相
談
の
欄
で
ご
案
内
し
ま

す
。

▽
相
談
日

11
視
覚
障
害
者
…
毎
月
第
1

木
曜
日
／
知
的
障
害
者
…
毎
月
第
2
木

曜
日
／
ろ
う
あ
者
…
毎
月
第
3
水
曜
日

▽
時
間
11
午
前
9
時
30
分
5
正
午

▽
申
込
み
先

11
障
害
福
祉
課
（
回
583
.

祉

・年金
＂

■国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
を
集
合
徴

収
5
相
談
窓
口
を
開
設

市
と
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
平
成
11
年
12
月
分
＼
平
成
認
年
3

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の
集

合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
未
納
分
の
た
め
に
年
金
が

も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
未
納
分
が
あ
る
方
は
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い

（
未
納
分
が
あ
る
方

へ
は
、
前
も
っ
て
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

ま
た
、

当
日
は
国
民
年
金
制
度
の
仕

組
み
や
届
け
出
の
方
法
な
ど
の
相
談
窓

口
も
開
設
し
ま
す
。予
約
は
不
要
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場
1
1
1

月

2
9日
因
•
3
0
日

因
…
市
役
所
1
階

101
会
議
室
／
31
日

困
…
七
生
公
会
堂

▽
時
間
11
午
前
10
時
＼
午
後
4
時

▽
問
合
せ
先

11
八
王
子
社
会
保
険
事
務

所

(
6
0
4
2
6
.
2
6
.
3
5
1

1
)
／
市
保
険
年
金
課
年
金
係

0
2
9
4
)
 

■
「
精
神
保
健
福
祉
」
に
関
す
る
取
り

扱
い
窓
口
を
変
更

4
月
1
日
か
ら
、
「
精
神
保
健
及
び

精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
等
に
伴
い
、

事
務
取
り
扱
い
窓
口

の

一
部
が
南
多
摩
保
健
所
か
ら
市
役
所

に
変
わ
り
ま
す
。

変
更
後
も
実
状
に
応
じ
て
南
多
摩
保

健
所
と
連
携
し
、
精
神
障
害
者
が
自
立

し
て
地
域
の
中
で
生
活
し
、
社
会
参
加

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▽
市
の
業
務
と
な
る
も
の

①
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申

請
・
交
付
②
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費

公
費
負
担
の
申
請
③
精
神
障
害
者
社
会

復
帰
施
設
、
居
宅
生
活
支
援
事
業
、
社

会
適
応
訓
練
事
業
の
利
用
に
関
す
る
相

談
助
言
、
あ
っ
せ
ん
調
整
④
東
京
都
小

児
精
神
障
害
者
入
院
医
療
費
助
成
申
請

⑤
精
神
障
害
者
都
営
交
通
乗
車
証
の
申

請
•

発
行

▽
問
合
せ
先
11
障
害
福
祉
課
／
南
多
摩

保
健
所

(
6
0
4
2
.
3
7
1
.
7
6
6
1
)

／
都
衛
生
局
精
神
保
健
福
祉
課

(
6

.
5
3
2
0
.
4
4
6
1
)
 

3
 

爾゚
•
保
育邑

■日
野
市
保
育
料
の
納
付
は
便
利
な
口

座
振
替
で

▽
口
座
振
替
で
き
る
保
育
料
11
日
野
市

保
育
所
運
営
費
保
護
者
負
担
金
（
保
育

料）▽
申
込
み

11
申
込
用
紙
（
市
役
所

2
階

児
童
福
祉
課
に
あ
り
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、

①
預
金
通
帳
と
通
帳
印
②
納

入
通
知
書
を
添
え
て
取
り
扱
い
金
融
機

関
の
窓
口
へ

▼
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
へ

平
成
14
年
4
月
分
か
ら
振
替
後
に
郵

送
し
て
い
た
振
替
通
知
書
の
発
行
を
廃

止
し
ま
す
。
な
お
、
納
付
状
況
の
証
明

等
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

、・o
し▽

問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課

■教
育
行
政
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
市
教
育
委
員
会
で
は
、
新
た
に
「
教

育
行
政
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
を
教
育

庶
務
課
に
開
設
し
ま
し
た
。
ご
意
見
、

ご
要
望
等
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■食
生
活
相
談

▽
日
時
1
1
1

月

2
2日
因
•
2
9日
因
午
後

1
時
30
分
ー

4
時
※
予
約
制
。

別
の
日

を
希
望
す
る
場
合
は
相
談
を

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
、
肥
満
、
高
尿
酸
血
症
等
）
予

防
改
善
、
高
齢
者
等
の
食
事
に
つ
い

て

の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
栄
養
相
談

マ
甲
込
み
先

11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■高
脂
血
症
予
防
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▽
日
時

11
2
月
5
日
因
午
前
10
時
＼
正

午▽
会
場

11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
栄
養
士
の
話
と
実
習

・
試
食

（
お
か
ら
入
り
肉
団
子
ほ
か
）

▽
対
象
11
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
高
め
の
方
、
肥
満
が
気
に
な
る
方
、

ま
た
は
そ
の
家
族

▽
定
員
11
24
人
（
先
着
順
）

•
医
療

■市
立
総
合
病
院
正
規
職
員

▽
職
種

11
①
助
産
婦

・
看
護
婦
（
士
）

②
理
学
療
法
士
③
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
※
応
募
資
格
等
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

▽
募
集
人
数
11
①
約
20
人、
②
③
各
1
人

マ
甲
込
み

1
1
1
月

18
日
拿
ま
で
に

〒

1
9
1
|
0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1
の
1
市

立
総
合
病
院
(6581
.
2
6
7
7
)
へ
本

人
が
持
参
か
郵
送

集

な
お
、
幼
児
・
児
童
•
生
徒
に
対
す

る
子
育
て
、
い
じ
め
等
の
教
育
相
談
は、

い
ま
ま
で
ど
お
り
教
職
員
研
究
室
で
行

い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

■日
野
市
学
校
保
健
会
講
演
会
「
子
ど

も
の
心
の
基
礎
つ
く
り
ー
学
校
保
健
の

現
代
的
意
味
」

▽
日
時

11
1
月

25
日
⑥
午
後

1
時

30

分
か
ら

▽
会
場

11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
講
師
11
菅
野
純
氏
（
早
稲
田
大
学
人

間
科
学
部
教
授
）

▽
定
員
11120
人

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

●風しん予防接種医療機関

r

l
歳
に

1
な
り
ま
し
だ

小
林
信
雅
く
ん

（こ
ば
や
し
・
の
ぶ

ま
さ
。
平
成
13
年
1
月
1
日
午
後
8

時
5
分
生
ま
れ
。
父
・
貞
昭
さ
ん
、

母

・
幸
江
さ
ん
。
旭
が
丘
在
住
）

バ
ナ
ナ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
大
好
き

な
信
雅
く
ん
は
、
元
気
に
家
中
を
動

き
回
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
と
散
歩
に
出
か
け
る
の

が大好きで、外に出るとご機嫌

で、ニコニコしています。この

まま活発な男の子になってね。

|:-四 登ョ・．．；h鰐:l竺＇ `•う 叩名t, ． 5.g ．税 滋！医療．、機い関‘益名．畜必窄9' 贔知栄環電舟話、＇出番，，号．＾ ＇ 

あづま医院 581-0548 須賀小児科 593-7888 

牛尾医 院 591-2001 多 摩平 小児科 584-6002 

内田外科・皮膚科 584-1313 寺田医院 591-2852 

梅 木 医院 581-0477 長谷クリニック 584-6116 

大川産婦人科 586-1061 西島医院 581-2525 

落川診療所 591-5216 橋本クリニック 586-7725 

小 笹 医院 581-2204 原クリニック 591-6613 

小林 ・医院 581-0433 日野台診療所 581-6175 

小 松 医院 581-0474 福岡医院 591-3600 

佐々木クリニック 585-2591 福本小児科 593-1661 

塩谷医院 581-0158 みやもと小児科 591-1312 

市立総合病 院 581-2677 望月医院 581-0504 

真 貝小児科 585-1731 山本クリニック 584-5633 

※事前に電話等で連絡をし、受けられる日時を確認してください

▽
持
参
11
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
お

て
ふ
き
、

筆
記
用
具

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(6
5
8
1
.
4

1
1
1
-

■成
人
歯
科
予
防
教
室

▽
日
時

1
1
2
月
26
日
因
午
後
1
時
20
分

ー
3
時
※
時
間
予
約
制
。
検
診
時
間
は

40
分
程
度
。
時
間
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
40
歳
以
上
の
市
民
（
総
義
歯

で
な
い
方
）

▽
定
員
1140
人

▽
申
込
み

1
1
1
月

25
日
⑥
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町

1
の
6
の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内

日
野
市
役
所
健
康
課
歯
科
予
防
教
室
係

(6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

■病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
検
査
を

市
立
総
合
病
院
で
は、

毎
週
火
曜

・

木
曜
日
に
1
日
人
間
ド

ッ
ク

・
脳
ド

ッ

ク
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。費
用
等
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
申
込
み
先

11
市
立
総
合
病
院

(6

5
8
1
.
2
6
7
7
)
 

■風
し
ん
の
予
防
接
種
は
済
ん
で
ま
す
か

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

1
歳
＼
7

歳
6
カ
月
が
対
象
と
な

っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
予
防
接
種
法
が
改
正
さ

れ
、
次
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

未
接
種
の
方
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
昭
和
54
年
4
月
2
日
8
6
2年

10
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

▽
期
間
11
平
成
15
年
9
月
30
日
ま
で

▽
接
種
場
所
11
左
表
の
指
定
医
療
機
関

※
接
種
回
数
1
1
1
回

▽
注
意

11
①
冊
子
『
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』
（
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
健
康
課
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓

口
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を
お
読
み
に

な
り
、
予
防
接
種
や
副
反
応
に
つ
い
て

理
解
し
た
う
え
で
接
種
を
②
母
子
健
康

手
帳
の
ご
持
参
を
（
持
っ
て
い
る
方
）

▽
問
合
せ
先

11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
l
 

□叫□1が見見璽医 I 
13 : 00......, 17 : 00 

e 高品クリニック（内科） 森久保整形外科（整・殖斗）
日野本町l-12-13 ff583-7822 高幡328森久保医療ビル

至
ff591-2222 

ぃニュ1口〗
aラ亨閥

高幡百薔面' ’ 
← 京王線

＇

ー

、

'
l
,
＇’9

．

．
 ー
い
員
ー

9

,

i

1

 

9
9
9
,
 

こ伏木医院（内・消科） 三沢台診療所（児・内科）
旭が丘6-10-7云584-2877 三沢2-l 2-l 3 ft592-0466 

至高幡 京王線

坦が丘小コンピニエンス ファ:::.リー
ストア レストラン

至
南
平
駅

場

休日準夜診療所
土曜日・日曜日、祝日

診療時間 19:30~22:30
（受け付けは22:20まで）

診療科目 内科・小児科

所
日野本町1-7-2
ff584-1661 

救急病院1月後期宿日直予定表
こ＇

日 15 
（火）

16 
（水）

17 
（木）

18 
（金）

19 
（土）

21 
（月）

休日歯科応急診療所

| 
日曜日、祝日

診療時間 9:00~12:00、13:00~17:oo
（受け付けは16:00まで）

場 所I
高幡308-1

合・囲594-2111

22 
（火）

23 
（水）

24 
（木）

25 
（金）

26 
（土）

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン

センター（日野消防署ft581-0119)へ問い合わせを

28 
（月）

29 
（火）

30 
（水）

31 
（木）

外

科

内

科

小
児
・
整
形
外
科

外

科

（
夜
）
小
児
・
整
形
外
科

（

昼

）

整

形

外

科

内

科

外

科

内

科

小
児
・
整
形
外
科

泌

尿

器

科

（
夜
）
小
児
・
外
科

（

昼

）

外

科

内

科

脳

神

経

外

科

内

科

小
児
・
整
形
外
科

花輪病院

ft(582) 0061 

内

科

外

科

内

科

内

科

内

科

外

科

内

科

外

科

内

科

内

科

内

・

外

科

外

科

内

科

外

科

内

科

R
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TEL.042-585-1111 
市役所代表電話
TEL.042-585-111 l 

第 1031号 平成14年

1/15 

詞内在住・在勤・在

学者

宿泊料

◎上記以外

休 憩 料

詞 内在勤・在学者の

同居家族

茨尺（中学生以土）\~'·-:~ ；・ヽ':',-xI 3, 500円
字ども（小学生げ '、..． 、,‘‘• 名・ゞ 1, 500円

幼児(”4歳以主の栄就学児）屯f.，， 1,000円

翠 →一三 、<• 1 4, 500円
．． 

• 、 • •.·,· • CY-<< ,;•'"" ' •·"'、● 』 、・ヘ・ ．： ..'2,000円

、 l,500円
、＿ r ー、~ ~ー• -

x,：儡？Jニニ尋
ども ，：／し • I --a 

※宿泊室使用の場合、 1室につき各500円増となります

200円

100円

大人（中学生以上）いグ 3占ー00円 2,-000円

，子ども，（小学生）五ぶ，・'.,；、 l, 500円 l, 000円

幼児(;,4塵叫，の未就学児）．． ， 1，000円 500円

4,500円 3,000円

子ども ふ戻妙・こなら；~•， 2,000円 1, 500円

c 幼児ヽ． ，し、』忽~浚、；＇逹パ．ヽ,, j l, 500円 700円

6,000円 4,000円

3,000円 2,000円

2,000円 l,000円

※1室2人以下で使用の場合、各1,000円増。休前日の場合は、各500
円増。暖房費（大人）各300円

大人
子をもい，・<99姿ゞふ t*•々 'A• 9 

※宿泊室使用の場合、 1室につき各500円増となります

和疇営 （キャンプ場のみ使用の場合） ］ 1，000円

3,500円

2,500円

心9晶：ミ:J::)」噂食 f (—•I [［［三
※乳児(3歳以下）の寝具は無料でお貸ししますc 予約時に申し出を。幼児にはあらかじめ用意してあります

⑦市内在住・在勤 ・在

学者

宿泊料

詞 内在勤 ・在学者の

同居家族

◎上記以外

芝

'r1

月
17
日（

~
9

、
▼

-
u

, -

―
-’ ―

送
召
芸

~
r
A
9

へ
』

4
1
,
、
＆
‘
.

』
保
護
者
が

，`
，

5-
臣ヽ

手
続
き
を

米
年
度
の
保
育
所
・
学
箪
ク
ラ
ブ
の

新
規
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
巾

込
用
紙
に
各
種
必
要
書
類
を
添
え
て
捉

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
児

章
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
の
際
は
、
書
類
の
確
認
や
説
明
を

し
ま
す
の
で
、
郵
送
や
代
理
の
方
で
は

な
く
、
直
接
、
保
設
者
が
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

劉[
 

ゲ

、̀9

I,., I;::ヽしんぽ保育園 ・ 
·私 ふ‘• - •.',.`?•• `2‘, 

日野保育園 • 新町1ふ屈

立 1：亘戸門＝1呆育園 日野

、 I‘ば保育園
•一T・r:,•7. ｀て 、〗 ―

高幡分園 高幡3ふl• ←メ

ふ・べ＂芦 てのは曜午▽＾ 
9 ,'‘̀／さ， い入正・前受 受

9 9、 9‘',•'
9な で ま所午日 8付 付

吹 土保育園 ‘b 東豊田3出刃 す申ま曜時 Rシ

誓、がふ~ ゜しで Fl30時
旭が丘分園 旭が丘5量屯20『;3早込受を分 II

めみけ除 S 1 
子育て支援ひよこハウス 多摩平1-8-2ゞへ こは 、k§-fl I 付く午月

、9‘ 申‘け °後 17
し 既 °た 5 日
込に市だ時 （木）
み 受 外 し 15I 
をけ保 19分 28

付育日※日
け所出上 (fj)

《利
用
案
内
》

▽
休
業
日
11
原
則
と
し
て
毎
月
第
3
週

の
火
曜
日
と
水
曜
H

▽
使
用
時
間
11
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
午
後

3
時
か
ら
。
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
午
前

lO
時
ま
で
※
休
憩
料
金
を
お
文
払
い
の

場
合
は
こ
れ
以
外
の
時
間
で
も
利
用
で

き
ま
す

▽
部
尼
の
定
数

1
1
1
部
屋

5
人
ま
で
。

大
成
荘
の
団
体
棟
は

6
人
ま
で

▽
宿
泊
料

・
食
事
料
11
別
表
の
と
お
り

▽
申
込
み

11
①
小

・
中
学
校
の
夏
休
み

と
冬
休
み
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を

除
い
た
期
間
：
・・
市
内
在
住

・
在
勤
者
は

宿
泊
日
の

3
カ
月
前
か
ら

3
日
前
ま

で
、
市
内
在
学
・
市
外
の
方
は

2
カ
月

前
か
ら

3
R
前
ま
で
に
電
話
で

H
野
巾

企
業
公
社
へ
（
先
着
順
）

②
小
・

中
学

校
の
夏
休
み
と
冬
休
み
、

ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
期
間
…
指
定
さ
れ
た
期
間

内
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
日
野
市
企
業
公
社

へ
（
抽
選
で
決
定
）

※
日
野

111荘
・
人
成
壮
の
空
奎
状
況
は

企
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(h
t
t
p
:
/＼

w
w
w
2
.o
c
n
.n
e
.jp

、‘j,
k
o
u
s
h
a
¥
)
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
到
来
。
高
原
は
白
銀
の
別

世
界
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

や
雪
原
の
散
策
で
、
心
と
体

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
日
野
山

荘
で
は
、
話
題
の
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
の
レ
ン
タ
ル
開
始
。
お

子
さ
ん
か
ら
こ
年
配
の
方
ま

で
楽
し
め
る
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、
日
野

山
荘
・
大
成
荘
を
こ
利
用
く

だ
さ
い
。

たまだいら保育園

ひらやま保育園▲

公
あらい保育園▲
I 
みさわ保育園▲

▲
 

園育保台たはかた立
（
日
野
市
立
）

多摩平2-4

東平山1-7-13

新井842-6

三沢200

程久保650

みなみだいら保育園~l平山4-20-1

たかはた保育園ゃ`f

あさぴがおか保育國

も:<~台保育園'.,

おおくぽ保育園
しんさかした保育園“

•I ` 9 :＼．,；9̀ 9 ] の保育所では 0 歳児保育あり 。 対象は公立が 3 カ月以上、私立が 2 カ月以上の乳児•

・▲印は延長保育を行っていない保育所

・※印は4月1日認可に向けて準備中 （現在の至誠第二保育園万願寺分園）

高幡705;9‘ 
、 したぐ、

巴``’
旭が丘2-42°]C 

百草1002-4・ 

大坂上•4- 10-2

新IBJ3-174.

▲みんなで仲良く遊ぽう

今
年
4
月
か
ら
市
内
保
育
所
へ
新
規

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
受
け
付
け

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
c

▽
受
付
場
所
11
市
役
所
2
階
児
童
福
祉

果きn▽
結
果
通
知

1
1
3
月
上
旬
に
各
申
込
者

に
文
書
で
通
知
（
こ
れ
以
前
に
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
）

▽
注
意

11
①
必
要
書
類
が
不
足
の
場
合

は
、
提
出
で
き
る
も
の
（
保
育
所
入
所

申
込
書
、
家
庭
状
況
調
査
害
な
ど
）
を

持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い

②
4
月
か
ら
「
転
園
」
を
希
望
す
る
場

合
は
、
継
続
調
査
用
紙
を
提
出
さ
れ
た

う
え
で
、
受
付
期
問
中
に
新
規
の
入
所

申
し
込
み
と
同
じ
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
③
平
成
13
年
度
分
で
入
所
保
留
と

な
っ
て
い
る
方
も
、
改
め
て
新
規
の
入

所
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
④
窓

口
が
混
雑
し
、
お
待
ち
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

《
入
所
条
件
等
》

保
育
所
は
、
乳
幼
児
の
保
育
が
家
庭

で
で
き
な
い
場
合
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施

設
で
、
入
所
条
件

・
保
育
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
入
所
条
件
＂
乳
幼
児
の
保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
同
居
の
親
族

等
も
乳
幼
児
の
保
育
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と

①
就
労
中

（
外
勤

・
自
営
業

・
内
職
な

ど
に

一
定
以
上
の
時
間
数

・
日
数
で
従

事
し
て
い
る
）
②
身
体
障
害
者
手
帳

(
1

¥
4
級
）
を
持
っ
て
い
る
③
病
気

・
出

産
な
ど
に
よ
り
人
院
ま
た
は
自
宅
療
挫

中
（
出
産
の
場
合
は
、
出
産
予
定
月
と

そ
の
前
後
2
カ
月
ず
つ
の
計

5
カ
月
の

み
）
④
求
職
中
⑤
そ
の
ほ
か
著
し
く
家

庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
事
情
が
あ
る

▽
保
育
年
齢
11
0
歳
児
（
公
立
保
育
所

3
カ
月
以
上
／
私
立
保
育
所
2
カ
月
以

上
）
か
ら
の
保
育
所
と
1
歳
児
以
上
か

ら
の
保
育
所
が
あ
り
、
年
齢
の
基
準
日

は
平
成

14
年
4
月
1
日
で
す

▽
募
集
す
る
市
内
保
育
所
11
上
衣
の
と

お
り

▽
選
考
方
法

11
保
育
に
欠
け
る
・
戻
合
い

の
高
い
乳
幼
児
か
ら
人
所
を
決
定
。
定

貝
を
超
え
る
乳
幼
児
は
保
留
児
と
し
、

以
後
欠
貝
に
応
じ
て
人
所
決
定
し
ま
す

▽
保
育
料
11
各
世
帯
の
前
年
度
の
税
額

に
よ
り
決
定

ク

▽
所
在
地

・
電
話
番
号

11
長
野
県
南
安

暴
郡
安
羹
村
4
3
0
6
の
4

(
6
0

2

3
 

6

3

 .

.

 2
0
1
0
)
 

，
 

▽
客
室
11
和
室
10
登
10
室
（
テ
レ
ビ
・

ト
イ
レ

・
洗
面
所
付
き
）

▽
宿
泊
定
貝
11
50
人

▽
近
辺
の
ス
キ
ー
場
11
乗
鞍
高
似
温
泉

ス
キ
ー
場

云
3
0
2
6
3
.
93
.
2
6

4
5
)
／
東
鞍
高
原
い
が
や
ス
キ
ー
場

（
安
娯
村
役
場
観
光
商
工
課
6
0
2
6

3
.
94
.
2
3
0
7
)
 

※
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
川
の
貸
し
ス
キ

1
40
セ
ッ

ト
あ
り

(
1
日
2
千
円
）

。

ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
20
足
あ
り

(1
日
1
千

円
。
半
日
の
レ
ン
タ
ル
も
可
）

▽
交
通
11
電
車
の
場
合
・
：
松
本
電
鉄
新

休 憩料

野外施設

200円

100円
※
入
所
手
続
き
、
入
所
碁
準
、
保
育
料

決
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は
公
立
・
私

立
共
に
同
じ
で
す
。
前
記
の
期
間
以
外

で
も
受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
保
育
係

口
曇ク＿

i

学
童
ク
ラ
フ
は
放
課
後
に
帰
宅
し

て
も
仕
事
や
病
気
な
ど
で
適
切
な
保
護

者

・
養
育
者
が
い
な
い
小
学
1
年
＼
3

年
4
の
児
窟
が
、
安
心
し
て
伸
び
伸
び

過
ご
せ
る
よ
う
各
小
学
校
区
ご
と
に
設

け
ら
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

今
年
4
月
か
ら
学
童
ク
ラ
プ
ヘ
入
会

を
希
華
さ
れ
る
方
の
申
請
を
、
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
平
成
13
年
度
か
ら
障
害
児
に

限
り
小
学
4
年
生
ま
で
中
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

《
受
付
》

▽
受
付
日
時

1
1
1
月
17
日
困
5
2
8
日
⑰

午
前
8
時
30
分
1
午
後
5
時
15
分
※
土

曜

・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
19
日
出

は
在
午
ま
で
受
け
付
け

▽
受
付
場
所
11
市
役
所
2
階
児
童
福
祉

課了
育
成
期
間

・
時
問

11
4
月
1

H
⑤

¥

米
年
3
月

31
日
⑪
の
下
校
時
＼
午
後
5

時
45
分
※
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
そ

の
他
の
学
校
休
業
日
は
午
前
8
時
30
分

＼
午
後
5
時
45
分

▽
費
用

11
1
人
月
額
5
千
円
（
教
材
費

なビ
）
※
免
除

・
減
額
措
世
あ
り

▽
問
合
せ
先

11
児
童
福
祉
課
児
童
係

烏
々
駅
か
ら
乗
鞍
寓
原
方
面
行
き
バ
ス

で
約
50
分
。
観
光
セ
ン
タ
ー
前
下
車
／

車
の
場
合
…
中
央
自
動
車
道
松
本
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
1
時
間

▽
所
在
地

・
電
話
番
号
11
山
梨
県
北
巨

摩
郡
高
根
町
清
毘
3
5
4
5
の
1
(
6

0
5
5
1
.
8
.
5
0
5
0
-

4
 

▽
客
室

11
．
般
棟
…
和
室

10
晋

9
室

（テ
レ
ビ

・ト
イ
レ

・洗
面
所
付
き
）

／
団

体

棟
：
12
．
5
昼
10
室
／
身
障
者
対
応

室
：
洋
｛
翌
10
畳
1
室
※
問
い
合
わ
せ
を

▽
宿
泊
定
員
11105
人
（
一
般
棟
15
人
・

団
体
棟
60
人）

▽
近
辺
の
ス
キ
ー
場

11
キ
ッ
ツ
メ
ド
ウ

ズ
大
泉

•

清
里
ス
キ
ー
場

(6
0
5

5
l
.
48
.
4

1
1
1
)
／
野
辺
山
ス

ニ ーiii119999・ •一·999,1川・’'1画— ,9--
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日
野
市
企
業
公
社

6
5
8
5
.
2
1
1
1
 

ひ
と
り
親
家
庭
や
、
障
害
児
の
蓑
育

者
の
方
に
各
稲
手
当
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
な
い
方
は
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
手

当
も
所
得
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
育
成
手
当

▽
対
象
11
昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
児
童
を
養
育
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
父
・
母
ま
た
は
養
育
者

①
父
母
が
離
婚
②
父
ま
た
は
舟
が
死
亡

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者
④
父

ま
た
は
母
が
1
年
以
上
生
死
．
小
明
⑤

父

・
認
知
の
父
ま
た
は
母
か
ら
遺
棄
さ

れ
て
い
る
（
仕
送
り
、
連
絡
な
ど
が

1

年
以
上
な
い
）
⑥
父
ま
た
は
母
が

1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
出
生

（認
知
さ
れ
て
い
て
も
、

認
知
の
父
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

受
給
可
）

▽
支
給
額

11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
児
童

1
人
に
つ
き
月
l
.h
3
千

500
円

一
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
11
昭
和

58
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
（

．
定
の
障
害
が
あ
る
児
童
は

20

歳
未
満
）
の
児
蘊
を
蓑
育
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
母
ま
た
は
養
育
者

①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③
父
が
重

度
の
障
害
者
④
父
が

1
年
以
上
生
死
不

明
⑤
父

・
認
知
の
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て

い
る
（
仕
送
り
、
連
絡
な
ど
が

1
年
以

上
な
い
）
⑥
父
が

1
年
以
上
拘
紐
示
さ
れ

て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生

（
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
認
知
の
父
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
受
給
可
）

▽
支
給
額

11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
児
童

1
人
の
場
合
：
．
月
4
万
2
千
370円
（

一

部
支
給
の
と
き
は
月
2
万
8
千

350
円）

／
児
童
2
人
の
場
合
：
・
月
4
万
7
千
370

円
（

一
部
支
給
の
と
き
は
月
3
万
3
千

350
円
）

※
受
給
権
は
資
格
発
生
時
か
ら

5
年
で

時
効
に
な
り
ま
す

キ
ー
場

(
6

0
2
6
7
.
9
8
.
3

0

7
0
)
／
八
ヶ
岳
ザ
イ
ラ
ー
バ
レ
ー
ス

キ
ー
場

(
6

0
2
6
7
.
9
1
.
1
0

0
1
)
 

▽
交
通
11
電
車
の
場
合
…
J
R
小
海
線

消
里
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
10
分
／
車

の
場
合

11
中
央
自
動
車
道
須
屯
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約

40
分

以
上
、
い
ず
れ
も
冬
期
は
チ
ェ

ー
ン

等
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
積
雪
状

況
、
オ
ー
プ
ン
期
間
、
リ
フ
ト
の
運
行

状
況
、
ナ
イ
タ
ー
営
業
等
の
詳
細
は
各

ス
キ
ー
場
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

白
銀
の
世
界
が
素
晴
ら
し
い
乗
鞍
高

肱
で
の
歩
く
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
で
す
e

ゲ

レ
ン
デ
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も
可

能
で
す
。
歩
く
ス
キ
ー
は
専
属
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
付
き
で
す
の
で
、
初
心
者

の
方
も
大
歓
迎
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程

1
1
2
月
20
日
因
i
2
2
日
②

(
2

泊
3
日
）
※
出
発
は

20
日
午
前
8
時
に

生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
。
解
散
は

22

u午
後

5
時
ご
ろ
詞
所
で

▽
対
象
11
市
内
在
住

・
在
勤
の
健
康
な

h
 

▽
定
員

11
26
人
※
巾
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
部
屋
割
り
は
、

男
女
別
の
相
部

屋▽
最
少
催
行
人
数
11
23
人

▽
菩
用

1
1
2
万
7
千
円
（
｛
伯
泊
代
、
バ

ス
代
、
食
事
代
、
釆
鞍
高
原
温
泉
ス
キ

ー
場
の

1
日
リ
フ
ト
券
1
枚
も
し
く
は

ツ
ア

1
期
間
中
の
歩
く
ス
キ
ー
板
と
ス

ト
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
券
ど
ち
ら
か
を
含

む）マ
甲
込
み

11
1
月
23
日
因
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

参
加
者
全
貝
の
住
所
、
氏
名

（ふ
り
が

な
）
、
電
話
番
号
、
性
別
、
歩
く
ス
キ

ー

（
身
長
と
足
の
サ
イ
ズ
を
併
記
）

．

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の

い
ず
れ
が
希
望
か
を
記
入
し
、

〒

191
|

0

0
1
1
H
野
本
町
2
の
4
の
7
日
野

市
企
業
公
社

(
6

587
.
6
3
2
1
)

ヘ※
抽
選
結
果
は
1
月
28
日
佃
発
送
予
定

明
治
5
介

(1
8
7
3
)
7
月
13
H
、

神
奈
川
県
参
事
大
江
卓
は
、
道
路
行
政

を
所
管
す
る
人
蔵
大
輔
升
上
磐
に
対

し
、
甲
州
道
中
小
仏
宿
か
ら
・紐
井
戸
宿

ま
で

7
宿
の
陸
運
会
社
開
業
に
関
す
る

伺
害
を
提
出
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ

て
諸
逍
の
交
通
・
通
信
を
担
っ
た
宿
・

助
郷
制
度
は
、
幕
末
・
維
新
期
の
政
争

や
内
戦
に
伴
う
輸
送
需
要
の
激
増
に
よ

っ
て
疲
弊
を
柩
め
、

十
分
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
開
港
後
の
物
価
騰
貴

も
、
問
屋
給
米
や
飛
脚
給
米
な
ど
の
財

政
負
担
を
膨
張
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
明
治
3
年
5

月
こ
ろ
か
ら
、
伝
馬
所
（
明
治
元
年
6

月
、
各
宿
問
屋
場
を
改
称
）
・
助
郷
に

代
わ
る
私
的
遥
送
組
織
の
設
立
を
計

り、

4
年
秋
に
は
束
海
道
各
駅
（
明
治

維
新
後
「
復
古
思
想
」
に
よ
り
古
代
の

呼
称

「
駅
」
を
復
活
）
、

5
年
に
は
全

国
各
駅
に
民
常
の
陸
運
会
社
の
設
立
を

進
め
た
。
そ
し
て
5
年
1
月
10
日
に
は
、

東
海
逍
各
駅
の
伝
馬
所

・
助
郷
を
廃
止

し
、
次
い
で
諸
道
各
駅
の
陸
運
会
社
の

設
立
を
待
っ
て
、
同
年
8
月
末
限
り
で

全
国
各
駅
の
伝
馬
所

・
助
郷
を
廃
止
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
野
宿

（駅
）
陸
運
会
社
の
設
立
も
、

こ
の
よ
う
な
事
情
に
基
づ
い
て

5
年
7

月
に
申
請
さ
れ
、
同
月
晦
日
、
そ
の
開

業
と
伝
馬
所
・
助
郷
の
廃
止
が
令
達
さ

れ
た
。
し
か
し
こ

の
愉
送
組
織
は
、
9

目

製
の
規
則
を
強
い
、
行
政
指
導
に
基
づ

い
て

一
斉
に
設
一
立
さ
れ
た
民
営
と
は
無

縁
の
組
織
で
あ
っ
た
。
管
理
運
営
者
も

大
部
分
旧
宿
役
人
で
、
合
資
組
織
も
持

H
野
宿
陸
連
会
社
の
設
立

宿
駅
制
度
崩
壊
期
の
ひ
と
こ
ま

障
害
児
の
養
育
者
に

... 
＂̂， た

な
か
っ
た
。
日
野
宿
の
場
合
も
担
当

者
は
旧
宿
役
人
の
佐
藤
芳
―
―
一
郎
と
佐
藤

彦
右
衛
門
（
彦
万
郎
）
で
、

旧
問
屋
場

の
組
織
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し、

廃
藩
逍
県
に
よ
っ
て
大
名
行
列
の
よ
う

な
公
用
通
行
を
失
い
、
助
郷
制
度
や
問

屋
給
米
な
ど
の
助
成
を
廃
止
さ
れ
た
陸

運
会
社
の
経
営
は
、
発
足
当
初
か
ら
困

難
を
極
め
、
8
年
5
月
末
に
は
、
所
管

の
内
務
省
に
よ

っ
て

．
斉
解
散
を
命
ぜ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
新
た

に
府
県
の
認
可
を
受
け
た
庶
民
の
小
業

者
が
、
沿
道
の
運
送
業
務
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編

集
委
貝
会
委
貝

・
山
本
弘
文
）

。

召咲・ ·•·・・・

l 

麟
の
犀
曳
と
民
狛

囲

一
障
害
手
当

▽
対
象

11
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①
愛
の
手
帳
1
i

3
度
程
度
②
身
体
障

害
者
手
帳
1
S

2
級
程
度
③
脳
性
小
児

ま
ひ
、
進
行
性
筋
委
縮
症

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら

1
人

に
つ
き
月
1
万
5
千

500
円

※
障
害
児
が

一
定
の
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん

一
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象

11
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
姜
育
し
て
い
る
方

①
愛
の
手
帳
ー
1
3
度
程
度
②
身
体
障

害
者
手
帳
1
i
3
級
ま
た
は

4
級
（
下

肢
の

一
部
）
程
度
③
早
期
幼
年
自
閉
症
、

精
神
分
裂
、
そ
う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
、

頭
部
外
傷
後
迫
症
、
腎
・
肝
臓
疾
患
、

心
臓
機
能
障
害
、
血
液
疾
患
、
呼
吸
機

能
障
害
等
で

一
定
程
度
の
障
害
を
持

っ

て
い
る

※
障
害
児
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
場
合
や

一
定
の
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま

せ
ん

▽
文
給
額
11
申
請
の
瑚
＂
月
分
か
ら
重
度

の
場
合
：

・1
人
に
つ
き
月

5
万
1
千
550

円
／
中
度
の
場
合
：
・
1
人
に
つ
き
月
3

ガ
4
千

330
円

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先

11
児

童
福
祉
課
児
童
係

ー
屑

息
ー

■お
お
く
ぼ
保
育
園
で
親
子
体
験
保
育

▽
日
時
1
1
1
月
28
日
⑰
S

2
月
15
日
面

午
前
9
時
45
分
S
11
時
30
分
※
十
曜

・

日
曜
H
‘
祝
日
を
除
く

▽
対
象
11
0
歳
＼
就
学
前
の
子
ど
も
と

保
渡
者

▽
巾
込
み

1
1
1
月
16
日
因
ー

18
日
⑤
午

前
9
時
＼
午
後
4
時
に
電
話
で
同
保
育

園

(6
584
.
3
6
9
0
)

へ

■親
子
で
つ
く
る
お
や
つ
教
室

▽
日
時

1
1
1
月
30
日
困
午
後

2
時
＼

4

時▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
ク
ッ

キ
ー
作
り
、
試
食
、
お

や
つ
の
話

▽
講
師
11
健
康
課
・
児
童
福
祉
課
の
栄

養
士

▽
対
象
11
平
成
7
年
4
月
2
口
＼
平
成

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
保
設
者

（き
ょ
う
だ
い
参
加
可
）
※
今
年
度
す

で
に
受
講
さ
れ
た
方
は
ご
速
應
を

叉
疋
員
1
1
1
6
組
（
先
着
順
）

▽
費
用

11
材
料
費
実
費

(
1
組

100
円

障
害
手
当
•
特
別
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
に

育
成
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

。

三
角
き
ん
、

程
度
）
※
当

H
徴
収

▽
持
ち
物
11
エ
プ
ロ
ン
、

お
て
ふ
き
、
竿
記
用
具

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(
6

581
.
4

]
1
1
)
 

■離
乳
食
教
室

▽
日
時

1
1
2
月
7
日
困
午
前

10
時
i
ll

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
カ

の
話
、
試
食
（
保
設
者
の
み
）

、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

▽
対
象
11
生
後
4
¥
5
カ
月
児
（
お
お

む
ね
平
成
13
年

9
H生
ま
れ
）
と
保
護

者
※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

▽
持
ち
物
11
第
記
用
具

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(6
図

．
4

1
1
1
)
 

■プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
の
た
め
の
赤

ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の
入
れ
方
教
室

▽
日
時

11
2
月
23
日
山
午
前
10
時
ー
正

午▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
11
半
日
の
向
親
学
級
に
参
加
が

困
難
な
初
産
の
奸
婦
と
そ
の
配
偶
者

▽
定
貝

11
20
組

（先
着
順
。
妊
婦
の

み

・
配
偶
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(6

581
.
4

1
1
1
)
 

■新
前
パ
パ
マ
マ
の
応
急
手
当
講
習
会

▽
日
時
11
毎
月
第

1
t
曜
日
午
前
10
時

＼
正
午

▽
会
場

11
立
川
防
災
釦

▽
内
容
11
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
応
急
手

当
、
人

T
呼
吸
・

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

▽
対
象

11
1
歳
未
満
の
初
め
て
の
お
チ

さ
ん
を
持
つ
お
父
さ
ん

•

お
母
さ
ん

▽
定
貝

11
10
組
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
立
川
防
災
館

(6521
.

1
1
1
9
)
 

■南
多
摩
保
健
所
の
講
演
会
・
交
流
会

①
心
臓
病

▽
日
時

11
2
月

1
日
⑤
午
後

1
時
30

分
S

3
時
30
分

叉
講
師
11
日
野
佳
昭
氏

（日
野
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
）

②
川
崎
病

▽
日
時

11
2
月
6
日
困
午
後
2
時
＼
4

時▽
講
師

11
高
顔
真
人
氏
（
多
摩
永
山
病

院
小
児
科
医
）

③
ア
ト
ピ
ー

▽
日
時

11
2
月
18
日
⑰
午
後
2
時
ー
4

時
30
分

▽
講
師
11
大
畑
恵
之
氏
（
稲
城
市
立
病

院
皮
膚
科
部
長
）

以
上、

い
ず
れ
も
▽
会
場
11
南
多
摩

保
健
所

▽
対
象
11
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
を
持
っ
た

お
子
さ
ん
の
保
護
者
や
、
保
育
園

・
学

校
教
諭
の
先
生
方

▽
申
込
み

11
①
は
1
月
30
日

g
‘②
は

2
月

1
日
⑤
、

③
は
2
月

15
日
⑥
ま

で
に
南
多
摩
保
健
所
保
健
指
導
係

(6
042
.
371
.
7
6
6
1
)

へ
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1/15 
＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
無
料
電
話

相
談1

月
16
日
・

17
日
午
前
9
時
＼
午
後

6
時
／
相
談
電
話
番
号
0
4
2
6
.

4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
肝
臓
病
患
者
の
療
養
体
験
交
流
会

1
月
20
日
午
後
1
時
か
ら
／
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
／
B
型
．

C
型
肝
炎
、
肝

癌
ほ
か
の
療
養
体
験
／
日
野
市
肝
臓
病

友
の
会
（
赤
塚
6
5
8
5
.
1
7
2
3
)

＊
無
料
法
律
相
談

1
月
26
日
／
都
内
登
録
弁
護
士
事
務

所
（
予
約
時
に
ご
案
内
）

／
相
談
予
約

は
1
月
24
日
午
前
10
時
＼
午
後
4
時
に

電
話
で

0
3
.
3
5
0
4
.
1
7
3
1

へ
／
閲
法
律
扶
助
協
会
東
京
都
支
部

(
6
0
3
.
3
5
8
0
.
2
8
5
1
)
 

＊
遺
言
・
相
続
・
高
齢
者
財
産
管
理
の

無
料
相
談
会

1
月
27
日
午
後

1
時
S

5
時
／
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
8
人
／
高
齢
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
石
川
6
5
8
6
.
2
9
1
6
)

＊
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

5
障
害
者
の
方
と
一

緒
に
走
り
ま
せ
ん
か

3
月
21
日
午
前
9
時
＼
午
後
3
時
／

大
会
当
日
と
練
習
の
伴
走
記
※
線
習
は

1
月
15
日
S

3
月
19
日
／
東
京
光
の
家

(6
5
8
1
.
2
3
4
0
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
中
高
年
か
ら
の
社
交
ダ
ン
ス
入
門
教

室
…

1
月
22
日
＼
3
月
12
日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
1
時
30
分
ー
3
時
▼
幼
児
無

料
体
験
教
室
①
親
子
教
室
…
1
月
28
日

＊
香
S
資
料
で
た
ど
る
優
雅
な
遊
び
の

世
界1

月
16
日
S
2
9
日
正
午
＼
午
後
3
時

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
／
実
践
女
子

大
学
／
同
大
学
香
雪
記
念
館
準
備
室

(
6
5
8
5
.
8
8
7
3
)
 

＊
親
子
リ
ズ
ム
遊
び

1
月
24
日
午
前
10
時
＼
11
時
30
分
／

東
部
会
館
／
0
歳
か
ら
の
親
子
／
50

人
／
1
人

250
円
／
日
野
子
ど
も
劇
場

午
前
10
時
＼
10
時
40
分
／
2
歳
＼

3
歳

児
対
象
②
親
子
体
操
…

1
月
21
日
午
前

10
時
S
1
0
時
50
分
／
1
歳
6
カ
月
＼
3

歳
児
対
象
③
子
ど
も
体
操
…

1
月
18
日

午
後
2
時
S

3
時
35
分
／
3
歳
ー
5
歳

児
対
象
▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
…
2
月
6
日

S

8
日
午
後
7
時
S

9
時
▼
ス
ペ
イ
ン

語
一
日
体
験
講
座
…
1
月
19
日
午
後
1

時
30
分
ー
3
時
▼
小
学
生
の
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
教
室
…

1
月
29
日
＼
3
月
5
日
の

毎
週
火
曜
日
▼
初
め
て
の
人
の
「
ケ
ー

ナ
＆
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
教
室
」
…

1
月
24

日、

2
月
14
日

・
28
日、

3
月
14
日
・

28
日
午
後
6
時
20
分
＼
9
時
▼
和
太
鼓

教
室
・
し
の
笛
教
室
…

1
月
26
日
＼
3

月
9
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
＼
9

時
▼
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
ク
「
浅
間
尾

根
・
払
沢
の
滝
」
…
2
月
8
日
▼
中
高

年
「
大
泉
•
清
里
ス
キ
ー
」
…2
月
4

日
S

5
日
▼
小
学
生
か
ら
の
日
帰
り
富

士
見
高
原
ス
キ
ー
…

1
月
20
日
※
費
用

等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
ひ
の
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3

6
)
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(
6
5
9
1
.
5
1
3
6
)

へ
申
込

＊
新
春
睦
月
東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席

1
月
27
日
午
後
2
時
か
ら
／
東
部
会

館
／
東
家
夢
蔵
、
に
ぎ
や
か
社
中
／
日

野
古
典
芸
能
を
楽
し
む
会
（
片
山
6

5
8
4
.
9
9
1
6
)
 

＊
あ
き
ら
ち
ゃ
ん
＆
ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん

初
あ
そ
び
コ
ン
サ
ー
ト

1
月
29
日
午
後
6
時
S

7
時
30
分
／

七
生
公
会
堂
／
お
は
な
し
遊
び
、
ダ
ン

ス
ほか
／
3
歳
以
上

1
千

800
円
（
前
売

券
あ
り
）

／
日
野
子
ど
も
劇
場
北
部
地

域

(
6
5
9
1
.
5
1
3
6
)

＊
演
劇
を
み
る
会
あ
さ
か
わ
観
劇
会

「
茂
山
家
狂
言
会
」

1
月
31
日
午
後
6
時
30
分
か
ら
／
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
茂
山
千
三
郎
・
七

五
三

・
宗
彦
討
／
同
会

(
6
5
8
6
.
6

7
5
6
)
 

＊
木
目
込
み
人
形
つ
く
し
サ
ー
ク
ル

「
お
ひ
な
様
を
作
り
ま
せ
ん
か
」

1
月
15
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
午
前

10
時
5
正
午
／
は
さ
み
、
目
打
ち
、
や

す
り
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
※
会
場
・
費
用

等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
石
倉

(
6
5
8
3
.
0
4
3
6
)
 

＊
田
島
征
三
さ
ん
と
大
い
に
語
ろ
う

「
子
ど
も
・
環
境
・
未
来
」

1
月
19
日
午
後
2
時
S

4
時
30
分
／

勤
労
•
青
年
会
館
／
田
島
征
三
氏
（
絵

本
作
家
）

／
古
荘

(
6
5
9
2
.
3
8
0
6
)

＊
肌
を
美
し
く
み
せ
る
色
選
び
と
印
象

度
ア
ッ
プ
の
眉
の
整
え
方

1
月
24
日
・

25
日
午
後
1
時
S

3
時

※
い
ず
れ
か

1
日
／
積
水
ハ
ウ
ス
展
示

場
（
モ
ノ
レ
ー
ル
万
願
寺
駅
近
く
）
／

2
千
円
／
徳
原

(
6
0
9
0
.
3
2
2

9
.
2
3
2
4
)
 

＊
明
星
大
学
経
済
学
部
開
設
記
念
講
演

会
・
パ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

2
月
17
日
午
後
1
時
30
分
S

5
時
／

明
星
大
学
／
竹
中
平
蔵
氏
（
経
済
財
政

政
策
担
当
大
臣
）
講
演
「
い
ま
、
な
ぜ

構
造
改
革
が
必
要
か
」
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
構
造
改
革
と
地
域
経

済
社
会
の
将
来
」

／

100
人
※
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
／
1
月
20
日

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F

A
X
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
性
別
を
記
入
し
、
〒

191ー

8
5
0
8
程
久
保
2
の
1
の
1
明

星
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
研
究
室

（

6
．
回

5
9
1
.
9
4
0
4
)

へ

＊
平
山
中
家
庭
教
育
学
級
「
都
立
日
野

高
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
」

1
月

19
日
午
後

2
時
か
ら
／
平
山

中
／
田
辺

(
6
5
9
3
.
3
6
8
2
)

＊
四
中
・
旭
が
丘
小
・
六
小
合
同
家
庭

教
育
学
級
「
和
太
鼓
演
奏
会
」

1
月
19
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
／
四

中
／
武
州
今
熊
太
鼓
／
上
履
き
持
参
／

松
村

(
6
5
8
6
.
0
9
3
2
)

＊
絵
画
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
ん
ぼ
作
品
展

1
月
22
日
i
2
7
日
午
前
10
時
＼
午
後

5
時
※

27
日
は
午
後
3
時
ま
で
／
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
川
原
田

(
6

9
2
.
5
5
5
o
)
 

5
 

＊
ゆ
り
の
木
会
水
彩
画
展

1
月
29
日
＼
2
月
3
日
午
前
10
時
＼

午
後
5
時
※

2
月
3
日
は
午
後
4
時
ま

で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
岸
本

(6
5
8
1
.
3
3
6
4
)
 

*
N
P
O
法
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
「
自
然
観
察
会
」

1
月
20
日
午
前
9
時
30
分
南
平
丘
陵

公
園
管
理
棟
前
集
合
、
正
午
解
散
／
冬

芽
と
葉
痕
で
見
分
け
る
樹
木
／
ル
ー

こ

た

ち

ペ
、
箪
記
用
具
持
参
／
小
太
刀

(6

5
8
3
.
4
3
0
8
)
 

＊
自
然
学
習
会
「
浅
川
の
鳥
た
ち
」

1
月
27
日
午
前
9
時
30
分
京
王
線
高

幡
不
動
駅
前
集
合
※
雨
天
中
止
／
カ
モ

な
ど
の
野
鳥
観
察
／
100円
（
保
険
料
記）

／
日
本
野
鳥
の
会
・
鳥
と
緑
の
国
際
セ

ン
タ
ー
（
6
5
9
3
.
6
8
7
1
)

＊
日
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
ミ
ッ
ク

ス
大
会

2
月
10
日
午
前
9
時
か
ら
／
南
平
体

育
館
／
ダ
ブ
ル
ス
（
混
合
・
女
子
）
※

9
人
制
で
男
子
の
参
加
は

3
人
ま
で
。

一
人
で
の
参
加
可
／
2
月
26
日
午
後
6

時
30
分
か
ら
同
体
育
館
で
組
み
合
わ
せ

抽
選
会
／
1
チ
ー
ム

3
千
円
／
ハ
ガ
キ

に
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
氏
名
を
記
入
し、

〒

1
9
1
|
0
0
4
1
南
平
6
の
1
6
の
1
7
山

ロ
(
6
5
9
1
.
2
8
9
4
)

へ
申
込

＊
日
野
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
少
年
・
少
女

サ
ッ
カ
ー
指
導
者
養
成
講
習
会

2
月
16
日
・

17
日
午
前
9
時
30
分
か

ら
／
市
民
陸
上
競
技
場
※
雨
天
の
場

合
、
仲
田
小
体
育
館
／
講
義
、
実
技
、

筆
記
試
験
／
4
級
以
上
の
資
格
者
で

18

歳
以
上
の
方
対
象
／
1
万
9
千
円
（
教

材
費
げ
）
／
筆
記
用
具
、
ボ
ー
ル
持

参
／
長
堀

(6
5
9
2
.
0
8
5
2
)

へ

申
込

G“屈
註
も

＊
身
体
障
害
児
者
通
所
訓
練
施
設
か
ざ

ぐ
る
ま
の
家
バ
ザ
ー

1
月
27
日
午
前
10
時
＼
午
後
2
時
／

富
士
電
機
体
育
館
※
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
を
／
同
施
設

(
6
5
9
3
.
2
3
0
6
)

＊
カ
ト
レ
ア

S
ア
レ
ン
ジ
と
生
花

毎
月
第
2
•

第
4

木
曜
日
午
前
1
0時

＼
正
午
、
午
後
7
時
S

9
時
／
ひ
の
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
な＂o
／
入
会
金

2
千

円
、
ア
レ
ン
ジ

1
千

500
円
、
い
け
ば

な
1
千
円
／
内
田
(
6
5
8
3
.
6
0
8
5
)

＊
き
も
の
着
つ
け
「
恵
秀
会
」

毎
月
第
2
•

第
4

水
曜
日
午
前
1
0時

S
正
午
、
午
後
7
時
S

9
時
／
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
竺
／
初
心
者
20
人
／
年
2

千
円
、
月

1
千
円
※
持
ち
物
は
問
い
合

わ
せ
を
／
戸
沢
(6
5
8
4
.
2
0
8
1
)

＊
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

S
マ
ー
ジ
ャ
ン
ゲ

ー
ム
で
老
化
防
止

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
前
10
時
＼
午

後
5
時
／
リ
コ
ー
三
升
ビ
ル
（
多
摩
平

2
丁
目
）

／
初
心
者
歓
迎
／
成
人
／
入

会
金

1
千
円
、

1
時
間

250
円
／
内
田

(6
5
8
3
.
7
5
7
5
)
 

＊
堀
之
内
コ
ル
フ
会

ゴ
ル
フ
愛
好
者
に
よ
る
コ
ン

ペ
を
毎

年
開
催
／
年
3
千
円
。
ほ
か
に
預
託
金

あ
り
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
中
島

(6
5
8
4
.
8
5
3
9
)
 

＊
中
高
年
者
・
健
康
の
た
め
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」

第
1
S
第
3
火
曜
日
午
後
1
時
S

3

時
／
万
願
寺
ホ
ー
ル
竺
／
60
歳
以
上
の

女
性
／
見
学
歓
迎
／
ソ
ッ
ク
ス
、
ス
カ

ー
ト
持
参
／
左
島

(
6
0
7
0
.
5
4
5

8
.
9
5
0
0
)
 

＊
中
高
年
の
健
康
の
た
め
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
第
2
•

第
4

木
曜
日
午
後
1

時
8
3

時
、
第
3
木
曜
日
午
前
10
時
＼
正
午
／

新
井
地
区
セ
ン
タ
ー
竺
／
60
歳
以
上
の

女
性
／
ソ
ッ
ク
ス
持
参
／
戸
向

(
6

5
8
6
.
0
0
8
6
午
後
5
時
以
降
）

＊
初
心
者
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

第
2

•

第
4
月
曜
日
午
後
1

時
S
3

時
／
新
井
地
区
セ
ン
タ
ー
など
／
60
歳
以

上
の
女
性
／
ソ
ッ
ク

ス
持
参
／
武
田

(
6
5
8
4
.
3
2
2
1
午
後
5
時
以
降
）

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
市
民
ク
ラ
ブ
」

月
3
回
日
曜
日
／
平
山
中
竺
※
指
導

あ
り
／
月
1
千
円
／
松
野

(
6
5
8
7
.

0
8
6
3
)
 

＊
放
送
大
学
東
京
多
摩
学
習
セ
ン
タ
ー

4
月
か
ら
の
学
生
募
集
／
2
月
15
日

ま
で
受
付
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／

同
セ
ン
タ
ー

(
6
0
4
3
.
3
4
9
.
3
4
6

7
)
 

＊
ふ
れ
あ
い
陶
房

火
曜
・
水
曜
：
木
曜
・
土
曜
日
の
午

前
と
午
後
／
会
員
宅
（
万
願
寺
）

／
各

曜
日
2
人
／
入
会
金

1
万
円
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
／
ぞ
う
き
ん
持
参
／
関

(6
5
8
3
.
4
4
5
9
)
 

＊
日
野
極
真
カ
ラ
テ
ク
ラ
ブ

毎
週
水
曜
日
午
後
3
時
＼

5
時
に
南

平
体
育
館
、
木
曜
日
午
後
6
時
15
分
S

9
時
に
東
部
会
館
竺
／
5
歳
以
上
／
月

4
千
円
（
子
ど
も
3
千
円
）

／
倉
成

(
6
0
9
0
.
8
5
9
8
.
5
4
6
3
)
 

＊
油
絵
「
い
い
ぜ
る
会
」

毎
月
第
2
•

第
4

土
曜
日
午
後
1

時

30
分
S

4
時
30
分
／
高
幡
台
小
竺
／
入

会
金

2
千
円
、
月

2
千

500
円
※
指
導

あ
り
／
内
田

(
6
5
9
3
.
1
0
5
9
)

＊
幼
児
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
の
会
」

毎
週
木
曜
日
午
前
中
／
東
部
会
館
／

リ
ズ
ム
遊
び
、
作
製
g
/
3
歳

i
4

歳
／
月
3
千
円
／
塚
本

(
6
5
8
6
.
3

7
8
0
)
 

＊
わ
か
ば
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
カ
デ
ミ
ー

毎
月
第
2

•

第
4
木
曜
日
午
前
1
0時

S
正
午
／
中
央
公
民
館
な
ど
／
月
3
千
円

※
個
人
指
導
あ
り
。
初
心
者
、
高
齢
者

歓
迎
／
入
佐

(
6
5
9
1
.
5
4
7
9
)

＊
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
笛
工
房

O

毎
月
2
回
火
曜
日
午
前

10
時
＼
正

午
／
会
員
宅
竺
／
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

ァ
ン
サ
ン
ブ
ル
／
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
※

女
性
の
募
集
。
内
容
等
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を
／
月
2
千
円
／
光
藤

(
6

5
9
3
.
1
3
1
7
)
 L

帳な

①
こ
の
欄
は
広
報
手
段
を
持
た
な
い
市

民
、
団
体

・
サ
ー
ク
ル
等
（
主
に
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構
成
）
の
活

動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
市
主
催
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
内
容
の

確
認
は
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
掲
載
後
に
苦
情
等
の
あ
っ

た
も

の
は
、
今
後
の
掲
載
を
見
合
わ
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。

②
政
治
団
体
な
ど
が
行
う
行
事

・
会
員

募
集
（
以
下

「行
事
等
」
）
や
政
治
活

動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等
は
、
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。

③
宗
教
団
体
な
ど
が
行
う
行
事
等
や
宗

教
活
動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等
は
、
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

④
企
業
な
ど
が
行
う
行
事
等
で
営
利
目

的
や
営
業
宜
伝
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等

は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
一
般
の
行
事
等
の
取
り
扱
い
は
、
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

0
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
会
員
募
集

は
、
同
好
の
仲
間
を
募
る
た
め
の
も
の

と
し
ま
す
。
「
私
が
教
え
ま
す
」
式
の

も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
同

一

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
再
掲
載
は、

掲
載
3
カ
月
後
か
ら
受
け
付
け
ま
す

0
営
利
を
目
的
と
す
る
教
室
な
ど
を
開

い
て
い
る
個
人
ふ
四
体
の
講
演
会
や
作

品
展
な
ど
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん

0
行
事
等
の
参
加
費
用
は
、
必
要
経
費
、

材
料
費
等
の
実
費
、
常
識
範
囲
の
会
費

（
茶
菓
子
代
等
）
を
超
え
な
い
も
の
と

し
ま
す

0
同

一
団
体
の
掲
載
は
、
原
則
と
し
て

3
カ
月
程
度
の
間
隔
を
あ
け
る
も
の
と

し
ま
す

〇
営
利
目
的
と
み
な
さ
れ
る
バ
ザ
ー
や

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

（
市
長
公
室
広
報
担
当
）
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■移
動
公
民
館

5
楽
し
い
手
作
り
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー

芳
香
植
物
か
ら
抽
出
し
た
エ

ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
で
健
康
を
維
持
・
回
復

さ
せ
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
。

こ
の
講
座
で
は
そ
の
基
礎
知
識
や
活

用
方
法
を
学
び
、
最
終
回
に
は
、
自
分

だ
け
の
好
き
な
香
り
を
作
り
ま
す
。

1
月

31
日
…
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と

は、

2
月
7
日
…
そ
の
活
用
方
法
、

14

日
…
ハ
ー
ブ
な
ど
の
自
然
療
法
、

21
日

…
マ

ッ
サ
ー
ジ
、

28
日
…
香
り
の
ブ
レ

ン
ド
／
午
後
2
時

S
4
時
／
豊
田
駅
北

交
流
セ
ン
タ
ー
※
車
で
の
来
場
は
で
き

ま
せ
ん
／
講
師

・
岸
波
光
美
氏

(
I
F

A
認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

／
30
人

（
先
着
順
）
／
2
千

500
円
／
中
央
公
民

館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ
申
込

■シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
パ
ソ
コ

ン
講
習

初
心
者
か
ら
応
用
ま
で
の
コ
ー
ス
で

す
。
自
分
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。

①
初
め
て
の
パ
ソ

コ
ン

(
2
月

2

日
・

3
日）

②

w
o
r
d
基
礎

(
2
月

2
日
・

3
日）

③

w
o
r
d
応
用

(
2

月
9
日
・

10
日）

④

E
X
C
e
1
基
礎

(
2
月

9
日
・

10
日）

⑤

E
X
C
e
l

応
用

(
2
月
16
日
・

17
日）

⑥
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
と

E
メ
ー
ル

(2
月
16
日
・

17
日）

／
①
③
⑤
午
前
9
時
＼
正
午
、

②
④
⑥
午
後
1
時
＼

4
時
／
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
／
各

7
千

500
円
（
教

本
代
含
む
）

／
1
月
28
日
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
講
習
番
号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0

0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

P

C
教
室
係

(6

5
8
1
.
8
1
7
1
)

へ

■相
手
の
話
を
聴
く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

講
習
会

相
手
の
話
を
本
当
に
理
解
し
、

言
い

た
い
こ
と
を
聴
く
と
い
う
の
は
な
か
な

か
難
し
い
こ
と
で
す
。
「
相
手
の
話
を

聴
く
」
と
い
う
積
極
的
な
、
相
手
を
分

か
ろ
う
と
す
る
働
き
か
け
を
、
体
験
的

に
学
び
ま
す
。

2
月
5
日
5
3
月
26
日
の
師
週
火
曜

日
午
後
6
時
30
分

S
8時
30
分
／
中
央

公
民
館
／
講
師

・
高
瀬
義
幸
氏

(N
P

0
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）

／

20
人
／
中
央
公
民
館

(6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ
申
込

■中
高
年
者
の
サ
ー
ク
ル
づ
く
り

5
サ

イ
ズ
自
在
・
手
づ
く
り
額
の
作
り
方

大
き
さ
が
自
在
に
な
る
額
を
手
づ
く

り
し
ま
す
。
装
飾
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

作
る
楽
し
み
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
簡

単
な
作
品
（
レ
リ
ー
フ
）
も
作
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
、
参
加
者
で
サ
ー

ク
ル
を
結
成
す
る
予
定
で
す
。

2
月
6
日
・

14
日
／
午
前
10
時
15
分

S
正
午
／
実
践
女
子
学
園
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
日
野
駅
前
）

／
市
内
在
住
の

中
高
年
者
／
20
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
／
2
千
200
円
（
材
料
費
げ
）／
ハ

ガ
キ
ま
た
は

F
A
X
で
。
額
づ
く
り
講

座
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
を
記
入
し
、
〒

1
6
2
|
0
8
2
3
新

宿
区
神
楽
河
岸
1
の
1
閲
東
京
都
地
域

福
祉
財
団
東
京
い
き
い
き
ら
い
ふ
推
進

セ
ン
タ
ー
シ

ニ
ア
サ
ー
ク
ル
係
•
佐
藤

(
6
0
3
.
3
2
3
5
.
1
1
6
7
回

.
3
2
3
5
.
6
2
3
8
)

へ

3
 ゜■体験学

習
会

5
ふ
る
さ
と
の
工
芸
・

わ
ら
ぞ
う
り
を
作
ろ
う

か
つ
て
の
農
家
で
は
、
冬
の
仕
事
と

し
て
”
わ
ら
ぞ
う
り
11

が
作
ら
れ
、
そ

の
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
技
術
に
触
れ
な
が
ら
、
自

分
だ
け
の

II

わ
ら
ぞ
う
り
“
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

目注こきばさ手‘,＇ しゃばす▲
 

2
月
9
日
午
後
1
時
＼

4
時
／
ふ
る

さ
と
博
物
館
／
小
3
以
上
／．
20
人
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
霧
吹
き
、
剪

て

い定
ば
さ
み
、
座
布
団
持
参
※
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
ご
参
加
を
／

1
月

22
日

（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

(1
人
1
枚
ま
で
）
。
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入

し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
6
神
明
4
の
16
の

1
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1

0
0
)

へ

■ひ
の
市
民
大
学
受
講
生
募
集

ア
専
門
教
養
学
部
「
カ
ナ
ダ
の
社
会
と

文
化
」北

米
・
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
、
日
野
の

地
域
性
と
結
び
つ
け
た

3
回
シ
リ
ー
ズ

の
講
座
で
す
。

2
月

9
日
…
中
西
部
の
カ
ナ
ダ
、

16

日
…
ケ
ベ
ッ
ク
の
社
会
、

3
月
2
日
…

ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
の
風
土
／
午
後
2

時

S
3
時
30
分
／
東
部
会
館
／
講
師
・

千
田
明
夫
氏
（
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
会

員
）
／
30
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選ア
日
野
学
学
部
ー
ご
み
の
行
方
「
日
の

出
町
ニ
ツ
塚
処
分
場
見
学
会
」

日
野
市
の
ご
み
は
最
後
は
ど
こ
に
行

く
の
か
を
見
学
し
ま
す
。

2
月
13
日
午
後
1
時

8
4時
30
分
※

日
野
市
役
所
前
に
集
合
／
日
の
出
町
二

ツ
塚
処
分
場
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
／
20
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選T
体
験
学
習
学
部
「
や
さ
し
い
写
真
の

楽
し
み
方
」

屋
外
で
の
撮
影
実
習
も
行
い
ま
す
。

写
真
撮
影
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
せ
ん

、
。

カ24は 日
日午午 2
は前前 月
屋 109 9 
外 時 時日
撮か 30 ・ 
影ら 分 16
// ~日
講東正 ・
師部 午 24
・会※日
山館 2 ‘ 
下※月 3
勲 2 24月 ::;...-
氏月 日 9 ▲わすかな指導で写真が変わります

（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）

／
30
人
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
ふ
だ
ん
使

っ
て
い
る
カ
メ
ラ
を
持
参

▼
日
野
学
学
部
「
新
し
い
市
立
病
院
見

学
会
」6

月
1
日
オ
ー
プ
ン
す
る
新
し
い
病

院
の
建
物
内
部
を

一
足
早
く
見
学
。

2
月
14
日
午
後
1
時
30
分

S
3
時
30

分
（
予
定
）
※
新
市
立
病
院
（
多
摩
平

4
の
3
の
1
)
に
集
合
／
20
人
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選

以
上
、
い
ず
れ
も
1
月
25
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
「
カ
ナ
ダ
」
「
ご
み
」
「
写
真
」
「
病
院
」
の

い
ず
れ
か
の
講
座
名
と
参
加
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記

入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
ヘ

■復
原
住
居
直
し
隊

日
野
中
央
公
園
内
に
あ
る
復
原
住
居

の
修
繕
を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

1
月
26
日、

2
月
23
日
午
前
9
時
＼

正
午
／
日
野
中
央
公
園
内
復
原
住
居
／

小
4
以
上
／
10
人
※
電
話
で
申
し
込
み

を
／
生
涯
学
習
課

■二
小
で
公
開
研
究
会
・
講
演
会

S
自

ら
学
ぶ
児
童
の
育
成

2
月
4
日
／
全
学
級
公
開
授
業
（
午

後

1
時

25
分
か
ら
）
、
文
部
科
学
省
教

育
課
程
企
画
室
長
・

芦
立
訓
氏
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
こ
う
か
わ
る
」

（
午
後
3
時
40
分
か
ら
）

／
二
小
（
佐

藤
6
5
8
1
.
0
0
7
0
)

■エ
コ
ー
・
サ
ロ
ン

S
モ
ン
ゴ
ル
の
お

茶
を
飲
み
な
が
ら

近
く
に
あ
り
な
が
ら
知
ら
れ
ざ
る
国

モ
ン
ゴ
ル
。
講
師
に
オ
ヨ
ン
ダ
ラ
イ
さ

ん
を
迎
え
、
珍
し
い
モ
ン
ゴ
ル
の
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
生
活
や
風
習
に
つ
い

て
の
お
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。

1
月

27
日
午
後

2
時
＼

4
時
／
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／

30
人
（
先
着

順）

／
日
野
市
国
際
交
流
協
会

(6

5
8
6
.
9
5
1
1
)

へ
申
込

■日
野
市
小
学
校
図
画
工
作
展

市
内
の
小
学
校
児
童
が
図
画
工
作
の

時
間
に
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

1
月
31
日
午
後
1
時
＼

4
時
30
分、

2
月

1
日
午
前

9
時
＼
午
後

4
時

30

分、

2
日
午
前

9
時
＼
午
後

3
時

30

分
／
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
・
展
示
室
／

八
小
（
野
崎
6
5
9
1
.
2
4
1
1
)

■6
年
生
が
つ
づ
っ
た
作
文
集
「
緑
の

ま
ち
」
配
布

閲
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
は
、
市

内
の
小
学
校
6
年
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

緑
に
関
す
る
応
募
作
文

619
編
の
う
ち

75
編
を
選
ん
で
作
文
集
を
作
成
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

配
布
数

100
冊
（
先
着
順
）

／
闘
日

野
市
環
境
緑
化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7

4
0
)
 

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
2
月
利
用
分

抽
選
会

1
月
18
日
／
①
体
育
館
…
午
後
2
時

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
・
・

3
時
③
校
庭
…

4

時
／
市
役
所

5
階

505
会
議
室
／
学
校

体
育
施
設
開
放
利
用
団
体
登
録
証
を
持

参
の
方
対
象
※
中
学
生
以
下
は
不
可
／

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■楽
し
い
ア
イ
リ
ッ
シ
ユ
ダ
ン
ス
体
験

講
座ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
ス
テ
ッ
プ
ダ
ン

ス
。
見
る
ダ
ン
ス
で
は
な
く
自
分
が
楽

し
む
ダ
ン
ス
で
す
。

発
表
会
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽

の
第

一
人
者
、
守
安
功
・
雅
子
両
氏
に

よ
る
生
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

2
月
14
日
S
3
月
14
日
の
毎
週
木
曜

日
午
後

1
時
30
分
S
3
時
30
分
／
中
央

都民名曲サロンシリーズ

ニューイヤーコンサート2002
］月27日（日）午後3時間演全靡指定 （中学生以F

輝会館大ホール 3,000PJI,500円）

佐藤美枝子

曲目

野原みどり 奥村愛

出演者

佐藤美枝子（ソプラノ）、

野原みどり（ピアノ）、

奥村愛（バイオリン）、
増田宏昭（指揮）、

東京フィルハーモニー、
交響楽団

チャイコフスキー／ピアノ協奏曲第1番 ほか

公
民
館
／
講
師
・
松
井
綾
氏
（
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
ダ
ン
サ
ー
）
／
20
人
／
中
央
公

民
館

(6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込

■ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

ボ
ク
シ
ン
グ
の
動
き
を
取
り
入
れ
た

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
す
。
基
礎
体
力
作
り
に
最
適

で
す
。

2
月
13
日
＼
3
月
13
日
の
毎
週
水
曜

日
午
後
7
時
30
分
＼

9
時
／
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
／
45
人
／

450
円
／
1
月

29
日

（必
着）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
〒

191

|
8
6
8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
係
へ

■都
立
技
術
専
門
学
校
4
月
入
校
生

授
業
料
は
無
料
で
す
。
訓
練
修
了
者

に
は
就
職
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

烹
部
立
八
王
子
技
術
専
門
校

開
校
は

4
月
5
日
／
6
カ
月
コ
ー
ス

…
自
動
販
売
機
、

電
気
設
備
管
理
、
医

療
事
務
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
／
1
年
コ
ー

ス
…
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
電
気
設
備
シ

ス
テ
ム
／
2
年
コ
ー
ス
…
自
動
車
整
備

工
学
／
選
考
日
は

1
年
・

2
年
コ
ー
ス

2
月

20
日、

6
カ
月
コ
ー
ス

2
月

21

日
／
2
月
1
日
ま
で
に
都
立
八
王
子
技

術
専
門
校
（
八
王
子
市
台
町
1
の
11
の

1
6
0
4
2
6
.
2
2
.
8
2
0
1
)
 

へ
申
込

人形劇

が民会館大ホール

-0
 

▼
都
立
立
川
技
術
専
門
校

開
校
は

4
月
5
日
／
6
カ
月
コ
ー
ス

…
溶
接
、

C
A
D
製
図
、

0
A
ソ
フ
ト

管
理
、
園
芸
／
1
年
コ
ー
ス
…
自
動
車

整
備
技
術
、
自
動
車
塗
装
、
電
気
機
器
、

建
築
設
備
、
機
械
／
夜
間
6
カ
月
コ
ー

ス
…

0
A
ソ
フ
ト
／
選
考
日
は

1
年
コ

ー
ス

2
月
20
日、

6
カ
月
・
夜
間
コ
ー

ス
2
月
21
日
※
園
芸
の
み
22
日
／
2
月

1
日
ま
で
に
都
立
立
川
技
術
専
門
校

（立
川
市
羽
衣
町

3
の
29
の
2
6
6
5
2
2
.

6
1
5
1
)

へ
申
込

、新
3
5
:’

1

~

▽
駆
け
引
き
高
橋
尚
子
と
リ
デ
ィ

ア
・
シ
モ
ン
黒
井
克
行
新
潮
社

▽
日
本
人
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か

阿
部
謹
也
朝
日
新
聞
社

▽
日
本
経
済
非
常
事
態
宣
言
斎
藤
精

一
郎
日
本
経
済
新
聞
社

▽
激
論
！
ひ
き
こ
も
り
工
藤
定
次

斎
藤
環
ポ
ッ
ト
出
版

▽
ト
ラ
ウ
マ
の
心
理
学
心
の
傷
と
向

き
あ
う
方
法
小
西
聖
子

N
H
K

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

▽
幼
児
の
対
人
関
係
メ
ル
ロ
11
ポ
ン

テ

ィ

み

す

ず
書
房

▽
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
事
件
と

心
理
の
謎
ジ
ョ
ン
・
ラ
ド
フ
ォ
ー

ド

講

談

社

▽
風
の
言
葉
五
木
寛
之
ベ
ス
ト
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
束
京
書
籍

（
中
央
図
書
館
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

分

危

場

0
指

劇

3

も

時

靡

ど

J

6
唐

子

巻
後
H

の

庄

国

国

生
は
PJ
個

誕

BB300
主

空吾

座

び

ー

～

す
已

む

団

＿＿―-ロ

劇

遊

形人

西r
 演出
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•
□

i i

ム

2
月
17
日
⑤
は
、
日
野
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
時
間
は

午
前

7
時
ー
午
後

8
時
。
今
回
の
選
挙
は
任
期
満
了

(
3
月
8
日
）
に
伴
う

も
の
で
す
。
日
野
市
の
明
日
を
築
く
こ
の
選
挙
に
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票

を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
に
日
野
市
で
投
票
し
た
こ
と
の
あ

る
方
は
、
住
所
な
ど
の
異
動
が
な
い
限
り

そ
の
ま
ま
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
新
た
に
日
野
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方
は
①
昭
和

57
年

2
月
18
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で、
②
平
成

13
年
11月
9
日
ま
で
に
日

野
市
に
転
入
届
を
出
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、

2
月

9
日
ま
で
引
き

続
き
日
野
市
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

I
目
日
閲
閉

a.

1
月

25
日
釦
ま
で
に
市
内
転
居
し
、

転
居
届
を
出
し
た
方
は
新
し
い
住
所
地

の
投
票
所
で
、
ま
た

1
月
26
日
出
以
降

に
転
居
届
を
出
し
た
方
は
、
前
の
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

・
"
f
.
-
i
-
i
-

＿
＿
―
＿
＿
＿

•
B
.

投
票
所
入
場
券
は
、

2
月

9
日
ご
ご

ろ
ま
で
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。
こ

の
こ
ろ
ま
で
に
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
、

ま
た
は

お
手
元
に
届
か
な
か

っ
た
場
合
は
、
投

票
日
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し

出
て
、
入
場
券
の
再
発
行
を
受
け
て
か

ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
は
、
本
人
と
確
認
で
き
る

保
険
証
・運
転
免
許
証
な
ど
を
忘
れ
ず

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

.

.

 3
声
嗅

E1

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
投

票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
前
も

っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ

る
方

②

レ
ジ
ャ

ー
や
買

い
物
な
ど
の
私
用

で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
方

③
病
気
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
困
難
な

投
票
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

寵

日
野
市
役
所
本
庁
舎

▽
日
時
11
2

月
10
日
⑪
ー
16
日
山
午
前

8
時
30
分
＼
午
後
8
時
※
土
曜

・
日
曜

日
、
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す

▽
場
所
11
市
役
所
5
階

504
会
議
室
※
平

日
の
午
後

6
時
以
降
と

土
曜

・
日
曜

日
、
祝
日
は
庁
舎
北
側
の
出
入
り
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
七
生
公
会
堂

▽
日
時
11
2

月
1
4
日
因

・
15
日
釦
午
前

8
時
30
分
＼
午
後
5
時

▽
場
所
11
七
生
公
会
堂

い
ず
れ
も
▽
持
参
す
る
も
の
11
投
票

所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

な
お
、
指
定
病
院
等
に
入
院
し
て
い

る
方
は
、
そ
の
病
院
等
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

鼻
宅
．
茎
己
闘
竪
至
｀

投
票
日
当
日
、
身
体
に
障
害
が
あ
る

な
ど
の
理
由
で
記
載
が
困
難
な
方
は
、

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
係
員
が
投
票
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
で

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
お

,＇-＿_旱-.

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票

所
で
の
投
票
が
困
難
な
方
は
、
郵
便
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
投
票
方

法
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害

の
程
度
が

1
級
ま
た
は

2
級
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の

障
害
の
程
度
が

1
級
ま
た
は

3
級
に
該

当
す
る
方

む
だ
に
し
な
い
で
あ
な
た
の

8
野
市
議
会
議
員
選
挙

ヽ

---→ 

点
配日

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
2
項
症
に
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
ぽ
う
こ
う
、
直
腸
、小
腸
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症

に
該
当
す
る
方

な
お
、
郵
便
投
票
を
行
う
に
は
「郵
便

投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。ま
だ
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
交
付
申
請
書

に
自
署
し、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
、
至
急
選
挙

管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
申
請
は
代
理
人
で
も
で
き
ま
す）
。

選
挙
公
報
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し、

2
月
12
日
因
i
1
4
日

今年も力作ぞろい

剛るい選拳
啓発ポスタ

昨
年
募
集
し
た
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
・
ル
。
市
内
の
小

＇・
中
学
校
か

ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

佳
作
以
上
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。f

▽
日
時
1
1
1
月
1
6
日
因
i
2
4
日
困
※
土

曜

・
日
曜
日
を
除
く

t

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

▽
展
示
作
品
11
都
道
府
県
選
挙
管
理
委

員
会
連
合
会
会
長
賞
1
点
（写
真
）

、
市

入
選
19
点
、
市
佳
作
20
点

▽
問
合
せ
先
11
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局困
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。市
役
所
、
七
生

支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
に
も
選
挙
公
報

を
備
え
て
お
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
点
字
に
よ
る
選
挙
公
報
も
作

成
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
選
挙
管

理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
i-F-

口
畠
国
闘
因
麟
9

開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
9
時
か
ら

南
平
体
育
館
（南
平
4
の
23
の
1
)
で
行

い
ま
す
。
な
お
、
開
票
速
報
を
日
野
市
ホ

(
h
t
t
p

ミ
w
w
w
.h

in
o
c
a

t
v
.n
e
.j
p
/ー

h
in
o
c
it
y
/
)
で
お
伝
え
す

る
予
定
で
す
。

以
上
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

0
市
・
都
民
税
第
4
期
：

．．．． 
納
税
課

0
国
民
健
康
保
険
税
第
4
期
：
・
・
保
険
年
金
課

納
付
に
は
便
手
な
口
座
振
替
の
ご
利

▲七生中1年 植村崇さんの作品 ‘ 

-
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